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2 一-Abstract-
Visualizing Phenomenon of Cretan Ancient Laws in the Sanctuary， 
Sacred Place and Temple with Cosmology of the Formation 
of City-States 
FURUYAMA Yugi 
Archaic Crete was the forerunner of the law making and its display in the Greek world. Most 
of Cretan laws were inscribed on the walls of the building in the sanctuary， therefore seem to have 
had a close relationship with such a sacr巴dplace through the special means. 
In the end of the Bronze Age and the begging of the 'Dark Age'， there was a kind of circular 
cosmology around the 'Bench Sanctuary' and ‘Goddess with Upright both hands'. On the other hand， 
Cretan people of the‘DA' had have felt a sort of divinity to Minoan ruins where they played the cult 
performance. Through the cult activity there， the physicality of memory and the fetishisms to the 
wall of BA ruins have been incubated on the spot. In the sanctuaries remote from the settlements 
we can see the decline of the cray items and the increasing of bronze and luxury goods in their 
dedication around the 8th century BC. It means the development of the ・eliteideology' among the 
leaders in the hierarchical regional communities. 
During the late 8th and 7由centuries，Cretan societies have created the large cult buildings， which 
have had a so-called ・Megalonstyle' inner room and the non-peristyle exteriors. This type was the 
explicitly visible construction for the cult activity， as‘temple'， beside which community had another 
construction for the ritual of membership， as・andrcion.'They embodied the integration of community 
and the fix of social stratification through the divine function. The comparative study of epigrams 
on dedications and law inscriptions on walls suggests that ritualized cult activity in the sacred space 
would be formalized in some sort of oath to the god. Especially reading aloud the Iaw on the wall of 
temple was al but the oath toward the Apollo. 
When the law inscription was read with voice， the construction of the order by law among 
the competitive elites should be taken a form of swear facing the wall for super authority beyond 
them， although they were top leaders of the community and could take a meeting and ritual dining 
together in the sacred space for their consolidation and status after the sacrifice ceremony. On the 
other hand， the social class with the low level of， or without literacy could fel the effect of law on 
one's body through the ritual activity (hearing， singing and dancing) before th巴God.It was under 
the cosmology of a way of making anci巴ntcity-state that new relationship between members of a 
community and the 
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クレタ島のポスト宮殿期から暗黒期を経てアルカイック期にいたるまでの歴史動向の研究について
は， 30年程前までは輝かしい宮殿時代の発掘調査による華々しい成果の影にあってほとんど注目され
ていなかったが， 1980年代に展開された「ギリシア・ルネサンス論」の影響の下で，クノッソスの暗
黒期集落の調査や高所僻地集落の発掘が進み，しだいに光が当てられていくようになった。 21世紀に
入ってからは，各地の個別的な発掘や領域調査を総合して，後期青銅器時代からアルカイック期まで
の時代像を再構成しようとする包括的な試みが公表されてきている。少なくとも考古学的見地からは，
この時代はもはや「暗黒時代」と呼ぶにはふさわしくないほどに，様々な事象が明らかにされている
のである。l
他方で，文字を手がかりとする歴史研究の立場からは，後代の古典期末・ヘレニズム期・ローマ時
代の文献史料にうかがわれるクレタのポリス社会の特質と，アルカイック期に多数記録された法碑文
の分析から知られる国家規制の特徴とによって，貴族支配による政治体制と厳格な規律による集団生
活，そして市民による隷属民此の分有という社会統治体制が，古典期・ヘレニズム期を通じて変るこ
となく続いたと考えられてきた。こうしたある種のステレオタイプ化されたクレタ・ポリスのイメー
ジに対してな近年の研究は法碑文や後代の文献資料の批判的検証などによって再検討を加え，新た
な時代像に迫りつつある。z
そうした近年の研究動向を踏まえつつ，本研究は，文字表象を採ってたち現れるクレタの法とそれ
が法碑文として現象化する空間である聖所や神殿との関わりを探求するという観点から， 1聖所・神
域・神殿におけるクレタ古j去の現象化とポリス形成のコスモロジーJと題して調査と与一家を進めてき
た。それは，クレタの法碑丈に関して筆者がこれまで行なってきた研究から，法は(少なくともクレ
タにみる限り)重層的な構造を持ち，文字表象による可視化された姿をとる前に，聖別された空間で
実体化していたことが想定されるようになったからである。3
したがって本研究では，クレタの法が文字に表された碑文を改めて確認するだけなく，法がたち現
れる聖別空間の存在状況と歴史的環境を青銅器時代の最末期にまでさかのぼって追跡し，クレタの法
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碑文が現象化する空間をその時代背景の中において相対化して考察する方法を採った。そうすること
によって，文字表象としての法碑文がたち現れる歴史的経緯古文字史料のみではアプローチの困難
な時期と環境のもとでも考察できるのではないかと考えるからである。
そして，観念としての法が文字形式の姿で現象することは，法の存在する位相が移り変わることを
意味し，その背後に現実世界に対する認識の転換があると思われる。この転換する世界観を本研究で
は「コスモロジー」というタームで表記しているが，その理解には死と生にたいする人々の想念や神
へ向かう意識を問題とせねばならない。この問題に取り組むために，本研究は考古学分野の近年の研
究成果の助けを借りている。もちろん，専門分野の異なる考古学の議論に深く係わることはできるだ
け差し控えるが，コスモロジーと祭把空間の表象という観点から，あえて踏み込んだ考察を試みた場
合もある。
こうした問題意識を持って課題に着手するにあたり，この成果論文で「暗黒期」という時代呼称を
用いるのには理由がある。「暗黒」という語が低迷や困窮というネガテイプな印象を与えるとすれば，
それはクレタの研究においては払拭されつつある。しかし.本研究の対象時期は.文字による裏づけ
を基礎にする歴史研究アプローチでは手の届かない時代であるというだけでなく.土器編年にもとづ
く考古学的な時期区分では特質を表示しきれない時代でもある。歴史・考古の両分野において，この
時代の全体像はいまだ明解には提示されておらず，さまざまな議論の余地を残している。その意味で.
本研究にとっても手探りで調査と考察を重ねていかねばならない「暗黒期」なのである。4
以下，本論では6つの章に課題を分けて論述を展開する。その構成は，いくぶんか重複する期間も
あるが，おおよそ時代順に置いてある。しかし，それらは単なる歴史概説の叙述ではなく，各章にお
いて論ずるべきテーマを設定して副題に表示した。
1.1ベンチ聖所」の「万歳女神像」では，青銅器時代の最末期~暗黒期の初頭に典型的な聖所と女
神像の観察と分析を通じて，暗黒期祭杷の形質的特質から循環的宇宙観の想念にアプローチする。 I.
「廃嘘聖所」と「祭杷の記憶」は， ミノア期の遺構に対する暗黒期住民の精神姿勢を祭把の具体的行
為に関わらせ，壁体の物神性と記憶の身体性を論ずる章である。 m.洞穴聖所と野外聖所においては，
青銅器時代以前よりローマ期にまで続く僻地聖所について，考古学研究の成果から暗黒期の特徴的変
化を確認し，その変化にうかがわれるイデオロギーの展開を考察する。
町.1神殿」の登場と「メガロン」は，暗黒期末に登場してくる祭杷のための大型建造物をとり扱う
なかで，その独特の内部構造と建築構成から，そこで執り行われた祭杷儀礼の社会的意味と機能の考
察を課題にしている。 V.奉納銘文と法碑文では，暗黒期末からアルカイック期初頭の聖所奉納の銘文
と法碑文を，出現状況や形質的特徴に注目しながら比較検証し，クレタにおける法観念が壁体での文
字に形象化される意味と社会背景を論ずる。 VI.クレタ法碑文と聖所・神殿は， 10のポリスの法碑文
一覧から存在状況を確認した上で，神殿内の祭杷と宣誓の形式とから法碑文の社会化にクレタの伝統
を受け継いだ身体性が関わることを論ずる。そして，最後のむすびにおいて，聖所・神域・神殿にお
けるアルカイック期クレタの法がどのようなコスモロジーを背景に現象化し.また社会化したのかを
まとめ，今後の研究に向けた課題の確認と展望の提示を行なう。
2014年度から2年間にわたる本研究は，その過程で2014年夏期と 2015年夏期の2度の海外調査を
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表1 クレタ土器編年表 Coldstream(1977)に拠る
Period Pottery Chronology 
EM I 
EM n 
Prepalacial 
EM m 
MM IA 
Old Palace MM IB 
(Protopalacial) MM n 
New Palace MM 凹
(Neopalacial) LM 
Final Palace LM n 
at Knossos LM m Al 
LM m A2 
Postpalacial LM m B 
LM m C 
SMinoan 
Early Iron 
Geometric 
Archaic 
Orientalizing 
BF 
Clasical 
625BC 
Geometric Chronology 
(Knossos) 
1000BC 
EPG 
900BC 
MPG 
870BC 
LPG 
840BC 
PGB 
810BC 
EG 
790BC 
MG 
745BC 
LG 
7l0BC 
Trans. 
700BC 
行い.ギリシアやその他の国の博物館に収蔵 ・展示されている遺物の観察，クレタ島の現地遺跡、で残
存する遺構と立地環境の確認を重ねてきた。それゆえ，海外調査によ って収集した先行研究の図面や
現場での撮影データを紙幅の許す限り提示することにした。なお.クレタの青銅器時代から古典期に
至る時代の特定については，考古学分野の土器編年に従って表lのようなクロノロジーを前提にして
いる。また.古代の固有名詞についてはおおむね慣例に従ったが.母音の長短を無視した場合もある。
現代地名に関しては.なるべく原音に近い表記とした。
1. rベンチ聖所Jの「万歳女神像J 一一暗黒期祭杷の循環想念一一
クレタ中部 ・東部のLMlIC期の居住地遺跡各地の「ベンチ聖所j遺構から.この時期の祭杷慣行
を特徴的に示す4種の遺物が随伴的に出土している。それらは.両手を挙げた醜轍造りの陶製女性像
(f万歳女神像J).両側に垂直蛇行する蛇の姿を立体であしらった陶製の筒(スネークチューブ).陣笠
状の脚のない広角円錐の盃(カラトス).そして紐を通せるほとーの小孔が上部にある陶板である。これ
らは必ずしも常に4点セッ トで出土するわけではないが，その後の時代からはほとんど現れないもの
であり.当時の祭犯の特質を示す資料として考古学者たちの間で注目されている。
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< 1.祭杷用具の連関性>
これら4種の主要遺物は通常.別々の個体と
して存在したが.一部の出土品において2極の
器体が重なった形状を持っていることがある。
まず，スネークチューブは筒状に口縁部と底部
が閉口しているのであるが，時折.口縁部にカ
ラトスを一体形状で載せた形態で製造されてい 写真 1 ベンチ聖所の祭記用具陶器類 (カンニア出土)
るものが出土している。また，カラトスについ
ては内側底部に「万歳女神像」のミニチュアが
据えられた事例が出土している。陶板の中にも.
表面に浮き彫りで両手を挙げた女神像の描かれ
た事例が発見されている。
こうした事象は.その事例が一部の個体に限
られるとはいえ，これらの主要遺物がそれぞれ
相互に深く連関する機能を持っていたこと表し
ており， この時期の聖所遺構に特徴的な「万歳 写真2 r万歳女神像」とカラトスの融合体(カンニア出土)
女神像J.スネークチューブ・カラトス ・陶板
の4種の造物が，いずれも同ーの祭杷の催行に
おいて同ーの信仰のもとに用いられていたこと
を，その形状の重なりから明確に指し示してい
る。
祭杷における具体的用途としては，おおよそ
次のように推定されている。カラトスには液
体 (ブドウ酒 ・オリーブ袖 ・水)ないしは粒粉
物 (穀物)が供え物として容れられ，スネーク
チューブは， 一体形状の事例から判断して，そ
れを上に載せるための台として用いられたと考
えてよい。おそらく 祭杷儀礼のある時点で，そ
の供え物は瀧奨儀式によって一部は，大地に注
がれ，また一部を参加者が口にしたのであろう。
陶板は上部に開いた孔によって壁に打ちつけら
れるか.紙を通して宙釣りにされたと考えられ.
祭杷の行われる時に催行の場所を飾り.そこが
神聖な空間であることを表示するものであった
写真3 r万歳女神像Jの陶板 (カンニア出土)
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そして.r万歳女神像Jに|刻して注目すべきは，カンニア
遺跡から出土した比較的小さな女神像の背面に付けられて
いる把手と思しき輪状の突起である。その特異な部位の存
在から.r万歳女神像」は持ち運ぶことを前提に製作されて
いることがわかる。
この女やli象は，ベンチ聖所建屋内部の初lもしくはそのす
ぐ下の床から出土する状況から， 普段はベンチに置かれて
いるものが祭礼の際にその部分を掴み持って. 聖所の周囲
で執り行われる祭把行列に繰り出されていたと考えられる。
把手のない同程度の 「万歳女神像Jも，だき抱えられて同
様に行列に用いられたと推定される。大型の像の場合は.
直接抱えての行列は困難になるため.聖所建屋の表側面に
設けられた棚の上に展示し 祭礼後に屋内に移したと考え
られている。6
また女神像は一箇所の聖所から複数体まとま って発見
されることが多く，それぞれの女神像が基本姿勢や装飾椛 写真4 背面に取手のある 「万歳女神像j
成に共通性 ・類似性を備えながらも顔や腕の表現に多様な (カンニア出土)
特徴をもつため，複数の製作工房の存在が想定されている。このことから共同体内の諸部族グループ
がそれぞれ女神像を製作し 祭礼行列で練り歩いた後に聖所に奉納したのではないかという推測もな
されている。7
< 2. r万歳女神像jの形質>
以上の4種の主要出土品の観察と祭秘儀式に関する推定の維認をした上で¥「万歳女神像Jの形質の
問題について若干の考察と指摘を行っておきたい。それは.r万歳女布1像Jをめぐるこれまでの考古学
研究の議論において，形質の問題はほとんど触れられることがなかったからである。具体的には，女
布1像が糠髄造りの陶製であったという点である。
まず.醜磁造りであることについて考えてみよう。スネークチューブも同様であるが，女布1像の製
作において駿舗を用いることで得られる特性は • !J阿部が中空となることである。実用面では，その結
果・.像の重量が軽減され， 祭礼行列での持ち歩きや野外での展示のための移動時に行為者の負担が軽
くなる。その効果は 「万歳女性像」が大型で、あるほど大きい。つまり，女や1像を持ち運ぶことを前提
にすれば，機事監造りの老li佐lは祭杷利用の際の利便性という笑用的側面から説明されうるのである。し
かしながら他方で.陶製の像を中空にすることは.損壊の可能性が増すという欠点も生じさせるであ
ろう。それにもかかわらず.女和Iif，象をあえてがらん胴にしたことには.r中空Jという状態に特別な意
味があったからではないだろうか。
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中空の纏櫨造りという製法は，前12世紀のフアイストス遺跡とアイヤ・トリアダ遺跡、の聖所遺構か
ら出土した牛の小型陶製奉納品にすでに見られる特徴であり，そのような特徴をもっ奉納品に関して
は前8世紀後半のクノツソスのデメテル聖所まで確認できるので，暗黒期のひとつの伝統となってい
るといってよい。したがって，中空の像の存在事由を考察することは，暗黒期の聖所遺物の特異な形
状的特徴を通して，当時の祭杷のありかたを理解するための重要なアプローチとなりうるであろうJ
ここでは，この中空の意味について，クレタ島で知られる洞穴聖所とのアナロジーからひとつの解
釈を試みてみたい。イダ山頂にある洞穴や，ラシシ盆地の南外輪山にあるプシクロの洞穴に代表され
る天然の洞穴は，新石器時代以来，神の宿る神聖な場所として崇拝のための空間であった。澗穴が聖
所として信仰を集めることは，クレタ島に限ったことではないが，とりわけイダ山頂の洞穴はE章で
みるように，青銅器時代から暗黒期を経てアルカイック期・古典期・ヘレニズム期にいたるまで，神
の居場所として摩い信仰の対象地であり続け，多数の奉納品が納められた。9
こうした洞穴聖所の成立する背景には，地下の異世界の出入り口に対する畏怖が存在すると思われる
が，それは大地から泉が湧色植物が産み出されるという不可思議な自然現象に由来するところもあ
るのであろう。自然現象の不可思議の背後には，生命をもたらす女神の存在が観念されていた。そし
て.その女神は地下空洞におわすという信仰が生じ，洞穴の神聖視とともに「中空ろな空間には神が
宿る」という民間通念が存在していたと思われる。祭礼行列での繰り歩きに抱えられたであろう「万
歳女神像」を聴瞳でがらん胴にしたのは，この観念のもと祭紀行事に際して女神を迎え呼び入れるた
めに，人工的に中空ろな空間を作り出したのだと考えられないだろうか。!o
さらにより本質的な問題として， I万歳女神像」が陶製であることについて考察を進めよう。神の像
を石や金属で製作することは，東地中海の周辺世界では先史の時代から行われていた。エーゲ海域に
おいても初期青銅器時代に， Iキクラデス人形」と通称される石偶が存在したことはよく知られてい
る。しかしその後は，石の偶像も金属の大型像もギリシア世界には現れず，クレタの後期青銅器時代
においてもテラコッタ小像かファイヤンス焼きの女神像に限られる。おそらくこの女神像の系譜iを引
いて， LMIlC期になると多数の「万歳女神像Jが居住地の聖所で行われる祭杷のために，陶土で素焼
き製作されるようになる。I
女神像が陶製であることに関する考古学的見地からの一般的説明は，海岸部や平地から高所・高地
へと住民が避難したLMIlC期の危機的時代にあっては，外部との交流も島内の物流も途絶え，輸入資
材である金属や大理石を入手できなくなったはずであり.その代換えに手近な造形資材である陶土を
用いて像を製作した，というものである。しかし，この説明は外在的要因のみに帰するだけで， I万歳
女神像Jの形質特徴，すなわち衝撃に弱く壊れやすい陶製であることの本来的特徴にまで考察が及ん
でいない。逆説的に述べるならば，行列や展示など野外での移動のなかで使われる「万歳女神像」が，
なぜ損壊しやすい陶製の像であったのか，という点が根本的な疑問である。12
祭杷の儀式行為で持ち運ばれたとすれば，衝撃に弱く壊れやすい陶製の女神像には，その過程で損
傷する事態が生じてもおかしくはない。テラコッタ小像とは異なり， I万歳女神像」は様々なアトリ
ビュートや装飾具が精巧に作られ，身体の正面でほぼ90度屈折させた両手を挙げた姿勢で表される。
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万歳女ネ1像のもっとも特徴的な表現である頭部のアトリビュートと突き出した両腕は.祭杷の実践に
際してはもっとも損傷しやすい部位なのである。また.f象が大型になればなるほど.損壊の危険性は
高くなる。
破損の!友にもかかわらず「万歳女神像」が素焼きの陶製であるのは，儀式と祭杷の観点からそれぞ
れに理由が得られる。まずーっは.この像がこの時期の聖所で執り行われる儀式に.他の3種の用具
とともに用いられたことが示唆している。それらはみな例外なく陶製であり.この点で女神像も他の3
種の祭杷用具も形質上なんら変わるところはない。すでに述べたように， 一箇所の聖所で多数の「万
歳女神像」が出土し 一方では同ーの基本構成をとりながらも.他方で細部においては様々なヴァー
ジョンで表現されている。この多数性と多様性は.女神{象が神聖不可侵の御神体としてではなく，そ
のl時々の.あるいはそれぞれの祭拝者グループの祈願内容に応じて.容姿の細部を様々にアレンジで
きる実用品で、あったことを示している。
また.頚音1¥背面の把手の事例があるのは.当時の人々が女神像を儀式の際に手で触れることのできる
祭杷用具のひとつとして認識していたからに他ならない。その意味では.カラトスやスネークチュー
ブや陶板と同様な祭杷用具であり .1""万歳女平1像」だけを特別に他の素材で作成する必要はなかったの
だと考えられる。「万歳女ネ11像Jはや1を呼び込む容れ物としての機能を持ったが，祭杷儀式を執り行
う崇拝者たちにとっては祭杷用具のひとつに過ぎなかった。重要なのは崇拝の対象であるネ1の存在で
あって.用具である女神像それ自体ではない。
< 3.死と生の循環>
しかしもうひとつの理由として.実用合理性の観点からではなく.1""万歳女神像」の象徴的意味合
いの側面から考察のアプローチを試みてみたい。女神の像をあえて脆く壊れやすい陶土で製作にした
のには.最初から 「万歳女神像」が損壊してしまうことを織り込んで、いたからではないか. とも考え
られるのである。
この点については.クレタ島中部の高所居住地として知られるシヴリタ遺跡の状況が参考になるで
あろう。この遺跡、では.儀礼的活宴の陶器の破片が埋められた窪穴が.居住地周囲の地面に多数穿た
れており .窪穴の数の多さと一つ一つの穴の小
さな規模から.一度の儀式ごとに用いた陶器を
新たな窪穴に破棄したと考えられている。それ
は陶器の破棄も儀式の一環として行われたこと
を意味する。すなわち祭杷用具には.儀礼的使
用と儀礼的破棄というこ局面が存在するのであ
る。13ベンチ聖所での祭肥用具はシヴリタの事例
と同様に扱われたわけではない。「万歳女神像J
は.屋内ベンチの上や床面からぱらぱらの破片
となって発見されるが.それは建物の崩壊に伴 写真5 シヴリタ遺跡の窪穴群
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う損壊とみられており，意図的な破壊ではなかったようである。祭記儀式の空間とは離れた位置に一
括して埋納された事例も存在しない。だが.I万歳女神像」を含めた祭記用具は.I匂製という形質的特
徴によって，必然的に損壊の高い可能性を持っており，祭杷の催行者はそのことを無視することはで
きなかったであろう。
したがって，破損・損壊のために，一一あるいは壊れていなくとも一定の期間を経た後に ，祭
杷機能の役割を終えた陶製用具は，破棄される時には「士に返す」と意識されたであろう。「万歳女
神像jが陶土で製作されているのは，土くれから創出された物の行く末として，地面に返され土くれ
に戻される宿命を暗示しているのである。そこにあるのは，祭杷用具を単なる物理的物体としてみる
合理的観念ではなく，大地から生まれ出たものは大地に還るのが定め，大地に反った魂はまた新たな
姿をとって再生するという輪廻転生の世界観である O そのためには「万歳女神像」は神の像であって
も，不滅不朽の石や金属であるよりは，むしろ陶製であることの方がふさわしい。14
しかしそうではあっても，当時の聖所で執り行われた祭杷の意味をコスモロジーの観点から理解す
るためには.I万歳女神像Jが表象する存在についてより掘り下げて考察する必要がある。この点に関
して，青銅器時代の宗教を研究しているMarinatos(1993)が興味深い見解を提示している。
Marinatosは，クレタ島のLMillCの聖所遺跡で発見される「万歳女神像」が，基本姿勢や衣服の共
通性を持ちながらも，頭上の烏や「聖別の角jなどの髪飾り・衣装の上の装飾品・手や腕に携える果
実や蛇などに多様なヴァリエーションがあることについて，それを亙女や崇拝火性の姿を表したこと
に基因するとみる意見を否定しそれらはひとつの神格対象を崇拝する者たちが，それぞれのグルー
プ毎に女神として表現した結果であり，観念的で抽象的な存在である神格が具体化・具象化された集
合的表象であると論述した。
さらに，出土状況と実物の観察から，女性の像のみで男性像が存在しないこと，ほとんどの聖所遺
構で複数体発見されること，アトリビュートに此か烏あるいはその両方を携えていること，製造様式
から多数の作り手ないし工房の作品であること，棚の上に置かれただけでなく持ち運びされたことを
指摘し，この女神像は大地と天空の被造物を融合的に表象する「自然の女神」であるとした。また
Marinatosは，聖所における儀式においては，共同体内の諸集団がそれぞれの「万蔵女神保」を用意
し屋外での祭記に用いた後，行列による運搬によって衆目に顕し最後に洞の内部のベンチに安置
したと述べる。15
原幾何学文様期のクノッソスのフォルテッツァ墓地から出土した遺骨納陶棺アンフォラの胴部に描
かれている「万歳女神」の凶像や， しばしば死者の魂ないしその運び手とみなされるアトリビュート
としての烏は，この女神はたしかに自然の象徴神ではあるが，天空の世界よりも地下立大地の世界の方
を象徴していることを示している。16それについては.I万歳女神像」とともに出土するスネークチュー
プとカラトスも傍証となるであろう。
スネークチューブの両側にあしらわれたり， しばしば女神が携えたりする蛇は，地中の巣にたくさ
んの卵を産み，大地から湧き出でる生物であり，脱皮を操り返して成長するところから，豊穣信仰の
アトリビュートであると同時に死と再生を象徴する存在でもある。そして，蛇の筒とカラトスを用い
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て行われる濯実儀式は，次代の多産と豊穣を祈願して地下神へ産物の一部を返す儀礼的行為である。
大地に還るということは生命の死滅を意味するが，大地はまた新たな生命が萌えいずる根源でもある。
LMillC期の居住地遺跡各地の「ベンチ聖所」では， ["万歳女神像」・スネークチューブ・カラトス・
陶板を主要な用具として，死滅と再生をつかさどる大地の女神を祭る儀式が，共同体の内部のグループ
毎に聖所建造物に隣接する庭で行われていた。この神事は;共同体の存続を根源的な理由とするもの
であったが，そのために必要な動植物の多産と豊穣が祈願され，その際に地下の神へ瀧実儀式によっ
て生命の一部が地下へ返された。つまりこの祭把儀礼の根底には，共同体の維持・存続は，必然的に
その一部が地下へ還り，新たな一部が産まれくるという死と生の循環が伏在している。そして，その
死と生の循環祭杷の中心に「万歳女神像」が立っていたのである。
1I. r廃撞聖所jと「祭認の記憶J一一物神性と身体性一一
暗黒期のクノッソス遺跡を発掘調査したColdstream(2006)によれば，この時代のクノッソスは周
辺の墓地に多数の埋葬がなされており，居住区域も 12.5haを超える大規模な集落を形成していたが，
それに先立つ青銅器時代に行政と物流そして祭把の中心であった宮殿は，暗黒期の住民にとって居住
をタブーとする神聖不可侵のエリアとして認識されていた。クノッソスを最初に発掘したエヴアンズ
は，宮殿南西区画の大階段と中央広場の聞の場所に，暗黒期の基礎遺構を発見し，宮殿崩壊後そこに
レアの聖所が設けられたと考えた。17
く1.遺構の神聖視〉
しかし， LMillC期からSM期についての確実な考古資料をもって宗教的活動の痕跡がうかがえるの
は，エヴアンズがキャラパンサライと呼んだ新宮殿期の施設内のかつて泉場を改装して再利用した遺
構だけである。宮殿の正の南斜面に位置する「泉の間」と呼ばれるこの遺構からは，ベンチに置かれ
た数体の「万歳女神像Jと「聖別の角J2個が発掘され，床面からもその他の貯蔵・調理・宴会用の
容器が出土し，この場所が祭杷の空間であったことがわかる。「泉の間」における出土品から，そこで
の宗教活動は前1000年頃に途絶えたと考えられる。18
アルカイック期初頭の前8世紀後半になると，宮殿の圧を南に下ったギプザデスと呼ばれる斜面区
域に，女性神格の聖所が造営され，古典期にはデメテJレが祭られる神殿が設立されたことが判明して
いる。そこは神殿ができるまでは野外祭杷場であったらしい。また，これとは別に宮殿の西方に隆起
しているなだらかなアクロポリスの東裾野のー画に，アルカイック期にグラウコスを祭った半神の洞
が設けられる。前6世紀の洞の建物はニ間構成で，北側の青天井の部屋は洞施設の内庭として機能し
たらしい。19
以上のように，暗黒期の大規模集落であったクノッソスでは， ["泉の間」ののち前800年頃までの
間，聖所の構造体が見られなくなる。また， ["泉の間」に関しでも，当時のクノッソスの集落規模を考
慮すれば，その限られたスペースでは集落住民の大勢参加する大掛かりな祭相の催行ができなかった
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ことは明らかである。
暗黒期クノッソスの祭記空間の問題に関しては.近年宮殿エリアの調査の進展によって，宮殿エリ
アの内側，とくに広い内庭を使って祭犯が執り行われたことが推定されており，クノツソスでは避難
集落のベンチ聖所に類する「泉の間Jだけでなく.クノッソスの宮殿遺構が神聖視されて.祭meの場
所として再利用されていたらしい。宮殿エリアが居住にはタブーであったことも.そこが墜別された
空間であったと考えれば理解できるであろう 20
このようなミノア期の宮殿遺構の一部が祭杷の空間として暗黒期に再利用されていたことは，クノッ
ソスにとどまらず，問機な大規模集落を維持したフアイストス遺跡や，その西3kmほどのところにあ
るアイヤ・トリアダ遺跡でも確認されている。その他にも，ティ リッソス遺跡.アムニソス遺跡.コ
モス遺跡.パレカストロ遺跡でも，古き建造物の廃嘘が暗黒期の祭杷場として利用されていることが
判明している。これらの遺跡には宮殿は存在しなかったが， ミノア期の複合施設が存在していた。
アイヤ ・トリアダではLMill期にベンチ聖所である建屋Hが存在しそこからは 「万歳女神像」は
見つかっていないが.いくつかのスネークチューブが出土している。ただしこの聖所はLMillB期
に放棄され， Piazzale dei Sacelli (礼拝堂の境内)と呼ばれる.遺跡中央の南に位置する舗装遊歩道の
区画に祭犯の場所に移ったと見られる。この場所からは， LMillC期-SM期の造物が多数出土し PG
期のテラコ ッタ像や青銅製牛小像も見つかってお
り.暗黒期の祭杷が執り行なわれていたことは確
実である。21
初期の発掘者たちが残した資料を再調査しあ
わせてPiazzaledei Sacelliの空間構成を観察した
D'Agata (1998)は.廃櫨となったミノア期のス
トア東壁と北壁が暗黒期における聖所の空間組織
の中心的役割を果たしていたと指摘した。そして，
そこでの祭杷は，第一局面 (LM皿C期-SM期)
と第二局面 (PG期)では性絡に変化が現れるが. 写真6 アイヤ ・トリアダ遺跡 Piazzale dei Sacelli 
一貫して古き建造物遺構に新たな祭問機能を持た
せ，青銅器時代の祭紀慣行の記憶を継承する様式
をと ったと論じた。アイヤ ・トリアダのPiazzale
dei Sacelliの聖所は前7世紀に衰退していき.同世
紀末には放棄される。D'Agataは，この衰退と放
棄をフ アイストスの動向と関連付けている。22
クノッソスと同様に宮殿崩壊 (LM1 B期)後
も大規模集落が存続したフアイストスでは，宮殿
の南西区域において古い建造物の廃嘘の上にポス
ト宮殿期の構造物が建てられ.隣接するアクロポ 写真7 フアイストス遺跡.ハララの居住地エリア
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リス・メディアナの丘の頂にも居住地ができたが，祭把をどこで執り行なったかは判然としない。 暗
黒期には最も西の丘クリストス・エフェンデイの頂にも集落が形成され，その束中腹テラスのアイヨ
ス・ヨルギオス教会の場所に祭杷場があったかもしれない。また，宮殿の正南東部の裾野の川べりに
位置するハララ区域にも居住エリアが広がったon
注目すべきはLMillC期から暗黒期を通して，宮殿エリアでは居住の痕跡はないが，中庭や階段など
から祭杷にかかわる遺物が出土していることである。ここでもやはりクノッソスの場合と同様，宮殿
には居住のタブーがあり，神聖視される空間として祭杷をとり行う一部の場所があった。しかし前9
世紀以降，宮殿エリア南西の居住区域南の一画に青銅の器や盾の奉納がなされる聖所が存在した。そ
の後，前7世紀の末頃に自然持lおそらくラト(レト)女神への祭杷のための構造物が建てられ，その
上に現在基礎を日にするヘレニズム時代のレア女神の神殿が建立された。24
宮殿の存在しない遺跡の中で， ミノア期のヴイラのあったテイリッソスはLMI期の放棄の後， LM 
E期に再居住され.かつて建塵Cのあった場所にテラコッタの午や人物の小像また「聖別の角」など，
野外の祭記活動の痕跡が発見されている。その後の状況は不明な点が多いが，祭杷の連続を主張する
学者もいる。歴史時代に関しては，アルカイック期初頃の円柱基礎や階段状の石の祭壇，テラコッタ
の女性小像や陶器片などが出土している。お
コモスにおいては， LMillC-SM期に野外祭記場が存在し，発掘によって前1000年頃の小神殿の跡
が確認されている。この神殿Aでは前10世紀後半からブムιキア人の来訪を示す一造物が伴うようにな
り，それを前800年頃建て直した神殿Bは，屋内にベンチと円形竃そして3本石柱の洞を備えた正面
開放型のフェニキア様式であった。おそらくそこは，祭把儀礼の中で西メサラ平野の住民エリートと
フェニキア商人の会合がもたれる，いわば「祭典交易」の現場で、あったのであろうP
ミノア期にはクノッソスの外港であったアムニソスは，後期青銅器時代の末に放棄されたが， LM 
illC-SM期においτ散発的な参詣訪問があったらしい。組織的な発掘がなされていないため前7世紀ま
での詳細は不明である。前7世紀後半のファイヤンス焼きの器と像は東方ギリシアや近東地域との接
触を示し，青銅製の三脚鼎や小像も発見されている。これらの奉納品はいずれも，遺跡のあるパレオ
ホーラの丘の麓にあった44m以上のミノア期の石醸造構の傍で見つかっており，この構造体がこの時
期の祭把ステージを提供していたようである。27
クレタ島の東端に位置するパレカストロについては，新宮殿期居住区域から「パレカストロ・クー
ロス」が出土したことで有名だが， rデイクテのゼウスへの讃歌」を記した碑文が発掘区域の南から発
見されたことでも知られている。後者の碑文はローマ帝政後期のものであるが，記載されている讃歌
それ自体は前4世紀ないし前G世紀の作と推定されτいる。パレカストロではLMillB期に居{宅地が放
棄され，住民は内陸山奥の高地避難集落へと移動したと考えられているが，廃嘘となった居住地の街
区Xから三脚鼎や武具などの大型青銅製品，またミニチュアの青銅奉納品が多数出土し，ここが周辺
の諸共同体の共同祭把場として利用されたと思われる。その参加者は 奉納品の高い価値や芸術性か
ら，各地域集落のエリート層であったことがわかる。28
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<2.廃櫨祭fiE!と祭杷劇場>
以上.7箇所の遺跡で青銅器時代の廃嘘が後の時代の祭杷の場所として再利用されている状況が確
認できるが，このうちのクノッソスとフアイストスではポスト宮殿期以降も大規模な居住地が存続し
それ以外の遺跡では，フェニキア人との接触が早くからあったコモス遺跡をのぞいて，おおよそ居住
がいったん中断した後，暗黒期末あるいはアルカイック期初の時代に祭杷のために人々が集まる場所
となったと思われる。クノッソスとフアイストスにおいても，暗黒期の祭杷が執り行われたのは，も
はや居住空間ではなくなった宮殿エリアであり，その点では，他の遺跡の状況とほぼ重なるとみてよ
いであろう。
こうした青銅器時代の遺構をのちに祭把の場所とするクレタの慣行について.Prentは継続と変化
という観点からクレタの聖所と祭把の実態を復元しようとする主題の中で. ["廃嘘祭杷 cultof ruinsJ 
という概念をつかって，クレタにおける暗黒期祭把のひとつの特徴として分析している。 Prentがもっ
とも特徴的であるとして指摘するのは，ほぽ同時期にギリシア本土でみられる「墓所祭把」の慣行が，
クレタにおいては存在しないことである。本土のトロス墓はポリス形成期のギリシア人エリート層が
ミケーネ文化を自らのルーツとし，領土権の主張と国家の統合とに利用したのに対して. ["廃嘘祭杷」
はクレタのエリート層が古きミノアの記憶を維持し，神格と結合させることで社会内で自らの特権的
地位を確認し，近隣共同体聞の利害調整という機能を果たした 29
Prentによれば，その際の祭把において物理的な中核をなしたのが，古きミノア期の建造物である。
とりわけ，切石で組み上げられた構造体は居住が放棄された後も，風雨に耐えて象徴性を保持するに
十分なモニュメントの威容を残していた。実際の利用のあり方は場所によって様々ではあっても，巨
大な遺構を崇拝の場とし，中心的・公共的機能の記憶が保持されたことは，クレタの暗黒期祭把のひ
とつの形式といえる。30
ミノア期の遺構が祭杷の現場となっている現象を「廃嘘祭杷」という概念で説明しようとするPr巴nt
に対し.Cucuzza (2013)は大型廃嘘が残存していながら暗黒期に祭把の痕跡のない遺跡の存在と，ア
イヤ・トリアダ遺跡のネクロポリスにあるトロス墓Aに「墓所祭杷」の可能性があること，すなわち
暗黒期の同時期にアイヤ・トリアダでは2つの異なる方法で祭把がなされたことを指摘して.["廃嘘祭
把」論を批判的に検証している。31
Cucuzzaが重視するのは， ミノア期建造物の物理的痕跡たる廃嘘ではなく，再利用される空間に残
された精神的痕跡たる「祭杷の記憶」である。つまり，クノッソスやフアイストスの宮殿で中心的な
広場が暗黒期の祭杷に利用されたのは，かつての官殿時代においてもその広場が重要な儀式が実践さ
れる祭把の場であったからであり， もともとの空間の神聖性とともに，暗黒期の社会において保持さ
れた歌舞音曲と祝餐の集団的記憶によるのである。したがって建造物で留意すべきは壁体構造ではな
く，集団が祭杷を実践する広場やクレタ独特の劇場的大階段である。 Cucuzzaはそうしたクレタ的な
空間設備配置を「祭把劇場cultictheatersJとみなしている。32
「祭把の記憶」が，主体的に参加する祭把の儀式である歌舞音曲の実践を通じて，集団的記憶とし
聖所・神域・神殿におけるクレタ古法の現象化とポリス形成のコスモロジー 15 
て継承されていくという指摘は，本稿にとっても興味深い観点である。なぜなら法の社会化について
も，その集団的記憶は単なる文字の記載を手段とするのではなく，主体的な体験という身体性を伴わ
ねばならなかったと考えるからである。しかし他方で.Prentのいう「廃撞祭杷」の根幹にある古き
過去の記念碑的建造物の遺構という存在も，決して無視することのできないもうひとつの重要な観点
である。ここでは後者の観点を前者の観点と重ね合わせながら， ミノア期の建築構造体の周囲で行わ
れた暗黒期の祭杷の意味を考えてみたい。
く3.記慣の身体性と援体の物神性>
まず確認すべきは，暗黒期の居住地には切り石を組み上げて建造された大型の構造体が存在しない
ことである。 LM田C-SM期の避難集落に設けられた祭杷の建物は，居住用の家屋とは別個の独立した
聖所としての建屋であっても，その建築様式は居住家屋となんら変わるところはなかった。クノッソ
スやフェストスで，宮殿の周囲に広がった居住エリアの家屋と宮殿内にあるミノア期の廃嘘とが，根
本的に作りが異なることは一目瞭然である。アムニソスの44mにもわたるミノア期の石壁は，たとえ
それが朽ち果てた状態であっても，日常を超越した存在に見えたに違いない。つまり，生活を送る日
常空間と祭杷を行う非日常空間とは，少なくとも視覚的に，はっきりと区別すべきことを意識できた
はずである。
次に注目すべきは，壁体・石材の再利用である。コモスでは最初期の神殿Aが， ミノア期の建屋T
の壁体の一部を組み込んでおり，それを後継した神殿Bも，建屋Tの石材を利用して造られた「島」
の上に建てられている。こうした古の立派な建造物の石材再利用は.クノツソスやフアイストスの暗
黒期の居住地における住居には行われなかった。聖なる石は聖なる建物にこそふさわしい。コモスの
神殿内で露出したミノア期の壁の上から数体の聴櫨陶製の大型牛像が発見さたことも，暗黒期の祭杷
における壁体の神聖性を傍証するであろうP
しかし「廃嘘祭杷」は，そこに前代の建物の残津があるだ、けでは成立しなかった。上記7箇所の「廃
嘘祭把」が確認される個々の遺跡には，それぞれの歴史的経緯と地理的環境があることはPrentも認
めている通りである。 Cucuzzaが指摘する「祭記劇場」は「祭把の記憶」が受け継がれる舞台として
の空間であるが，そこで特定の祭礼儀式(歌舞音曲と祝餐)が執り行われることが，その舞台を意味
あるものにしている。他方で.LMillC期に新たに設営された高地の避難集落の場合と異なり，宮殿や
ヴイラなどのミノア期の遺産が残存する場合，そこが地域の祭礼の場所として神聖視されることは，
むしろ自然であったであろう。記念碑的建造物の遺構に対する畏怖と過去の「祭杷の記憶」の集団的
継承は，聖別空間での祭礼儀式として一体化している。
この点で重要なことは.I祭把の記憶」は単なる観念上の存在ではなく，歌舞音曲と祝餐という具体
的で身体的な行為の形式をとらなければ社会化きれないという現実である。歌舞音曲とは歌および音
による聴覚効果と踊りによる肉体の運動であり，祝餐とは喋覚と味覚を通じての体験である。すなわ
ち，遺構を前にして催行される祭礼儀式に人々が参加し，歌舞音曲で神を崇め讃える儀礼的集団行動
によって，身体性のレベルで祭杷の記憶は受け継がれていくのである。換言すれば，過去の記憶を杜
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会の中に埋め込むためには， こうした身体的な経験を共同で集団的に実践することが必要で、あった。
このような集団的記憶を身体性によ って継承するとき.古の記念碑的建造物の残淳は，視覚的効果
によって象徴的意味合いを強く帯びる よう になか壁体のフェティシズム(物利l性)ともいうべき意
識を生んだと思われる。大きな切り石を整然と組み上げた巨大な建造物は.人の手によるものではな
く，ある種の超自然的な力が作用したものと認識されたとしても不思議ではない。ホメロス叙事詩の
中でふ難攻不落の トロイアの城壁が「神の築きたもうた城壁」であると歌われている。そして，オ
テ'ユツセウスの木馬の言|によ って内側からトロイアは陥落し廃嘘となって しまうという物語は「廃境
祭杷jの考察にとって非常に示唆的であろうf廃媛なった巨壁は，過去の輝きへの追憶とや1への畏敬
の念を喚起するのである。
E 洞穴聖所と野外聖所 祭杷の転換と戦士イデオロギ一一一
クレタにおける僻地聖所について， Prent (2004)は暗黒期になって新設された6箇所と太古から続
く14箇所を挙げ.そのうちの7箇所に直前のLMillC-SM期における祭杷活動が確認でき，日IJの7箇所
は後期青銅器時代の問に中断しそれ以外の場所は調査が不十分で不明で、あると報告している。そし
て，それらの景観上の特徴からは洞穴聖所と野外聖所の2つに分けうるが，内陸 ・山間地 ・不毛の荒
地という所在の共通性がある一方で.奉納品の種類と質によって豪華型 ・中庸型 ・質素型の3分類を
提起している。
本章では， Prentの分類に従いながら. とくに暗黒期の僻地聖所における祭杷のあり方を出土奉納
品に注目して整理しその特徴からそこでの祭犯が当時の社会に果たした機能とその背景にあるコス
モロジーにアプローチしてみたい。僻地に所在する聖所は.その僻遠性の放に地域の政治的動向に左
右されず.広域的な観点から祭杷の変遷を追跡することが可能だと思われるからである。
< 1.僻地聖所のヒエラルヒー>
まず豪華奉納聖所として挙げられているのは，イダ山とツツロスの洞穴聖所そ してシミの野外聖所
の3箇所である。これら3つの聖所は，僻遠の地にあるにもかかわらず青銅器時代以前から聖所とし
て機能し， LM皿C-SM期に一時衰退するが，暗黒期において多数の豪華な奉納品を集める重要な聖所
として発達した。LMillC-SM期の奉納品は醜髄
造りの陶製動物像・怪物像や「聖別の角jなど
質素な陶製品に限られ， 他の古くからある僻地
聖所と同様であった。ところが，暗黒期になる
と陶製品の奉納が消滅し代って青銅製の動物
像が登場してくる。 そして前8世紀末~7 世紀
初頃にそれらの青銅奉納品が大型化しあわせ
て貴重な宝石類の奉納も見られるようになる。 写真8 シミのヘルメスとアフロディテの野外聖所
聖所・事jlt或・事1殿におけるクレタ古法の現象化とポリス形成のコスモロジー 17 
シミの野外聖所では.前i8世紀に青銅製の男性戦士像
が奉納され始め，それまで多数を占めていた雄牛青銅小
像の奉納から野生山羊の青銅小像への変化が生じている。
この時期には外套を持ち足に翼のある男'性や杖を持った
青年を掠lいた青銅板も出土しており，それはヘルメス科l
の姿であろうと同定されている。シミにおいては時代が
経つにつれて聖域の構造物が順次敷設されていくが，興
味深いことに暗黒期の西壁に新宮殿期の囲い壁がそのま
ま組み込まれていて.この聖所の古い祭杷伝統と暗黒期
の新たな祭杷の習合が象徴的に見て取れる。35
アルカイック期以降のl時代において.ゼウス ・クレタ 写真9 イダ山頂洞穴聖所出土の青銅製大盾
ゲネス (ク レタ生まれのゼウス)の聖所であったイダ山
の洞穴聖所は，海抜1500m以上の高I1Jに所在し幼子のゼウスがクロノスの目を逃れて成長した神話
の場所として知られている。出土品からは新石器時代以来.古代末期に至るまで聖所として機能し続
けたことが明らかにされているが，中期青銅器時代末から後期青銅器時代初に隆盛を迎えた後， LMID 
C-SM期には陶製奉納品のみの衰退期となった。暗黒j切にはいると陶製の小像や「聖別の角jが消え
る一方，前 8~7世紀に多種多様な奉納品が膨大に蓄積され，イダ洞穴は超広域的な祭肥の場となる 。
このl時期のイダ山洞穴聖所から出土する奉納品は青銅製が圧倒的に多数であり.なかでも中央部に
張り出しのある大盾群がも っとも目をヲ|く 。これらの大盾には.ライオンや神話的怪物，種々の大型
動物が浮き彫りにされ.獅子狩りの場面をモチーフにした装飾浮き彫りも見られる。この盾の他にも，
大型の釜や三脚鼎.フェニキア製やキプロス製の青銅製品. 黄金の装飾品，鉄製の鎌・穂先や万剣.
象牙製品なども多数出土している。わずかな陶製品としては.男性テラコッタ像や馬 ・牛 ・山羊のテ
ラコッタと供物 ・祭杷用の陶製容器などがある。あ
クレタ島南東海岸に近いツツロス洞穴については，部分的な発掘調査がなされるに留まり，十分な
出土資料は公表されていないが， u音黒期の奉納品として黄金装飾品 ・象牙小像・フ ァイヤンス焼き製
品 ・テラコ ッタの人物像と動物像各種が報告されており.このl時期に祭杷が活発化して繁栄したこと
がわかる。37
以上のように.豪華奉納聖所の変遷として， LMIDC-SM期以降いったん奉納数が減少した後およ
そ前8世紀頃から急激に隆盛に向かうこと， LMIDC-SM期にはもっぱら素焼きの駿轍造りの陶製品で
あった奉納が多数の青銅製品や貴金属の宝飾品に変わったこと， LMIDC-SM期には見られなかった海
外からの高級品が前8世紀頃以降頻出すること，そして.女性と雄牛をモチーフとするLMIDC-SM期
の奉納品から男性戦士と野生山羊のモチーフ表現に移り変わることなどが明らかにされている。
次に中庸奉納聖所は. 豪華奉納護所に比べると格段に奉納品の数と品質が劣るけれども，自国や山
間にあっても一定の祭杷の中心としての機能を果た した聖所であり.パッツォスやプシクロの洞穴聖
所とアイヤ ・トリアダやテイリッソスの野外聖所が挙げられている。後2者については 「廃雄聖所」
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の考察で触れているので，ここでは前2者についての奉納品を確認していこう。
パッツオスの洞穴聖所は， レシムノン南20kmほどの山間のアマリ渓谷の断崖にある横穴のひとつ
(高き4m幅18m奥行9.3m)であり，新宮殿時代から祭把が行われ.LMillB期以降は広域的な参詣
者を集める聖所になっていた。 LMillC・SM期についてはテラコッタの牛や山羊，輔輔造りの大型怪物
像.r聖別の角J.それに青銅製のレシェプ神の像が同じく青銅の雄牛とスフインクスとともに洞穴内
と前方テラスから出土している。暗黒期になるとテラコッタ像の奉納は続くが「聖別の角」は消え，
前8世紀頃に青銅奉納品の割合が増加し，豚や烏の小像が登場する。また，この時期の男性や女性の
青銅小像，フィブラ，原幾何学文様のアッティカ陶器も出土している。お
ラシシ盆地の南西外輪山の内側斜面に位置するプシクロ洞穴は，新石器時代最終期から初期青銅器
時代までは居住と埋葬の地であったが.MMI-II期の頃から祭杷が行われてMMill-LM1期の頃に最
盛期となった。 LMillC-SM期の奉納としては，青銅製のナイフ，槍，銀.r双斧J，フイブラ.ピンな
どとともに，象牙製や黄金製の髪留めなどが報告されている。陶製品も聴嘘製の人物像，雄牛や怪物
の小像，様々な容器が出土している。暗黒期になると奉納品の数と種類はしだいに増大し，青銅奉納
として人物小像，牛・子羊・山羊・馬・烏，杯や香油入れなどが多数を占める。前7世紀頃に奉納の傾
向に変化が生じ，陶製品に型押し造りの男女の頭部像，裸の女性像や走駆の男性あるいはスフインク
スやグリフィンなどを描いた陶板，大釜やクラテJレや水差しなどが現れ，他方で青銅製の大盾・ミニ
チュア盾，鍛・穂先，種々の装飾品が東方からの象牙小像や黄金装飾品などとともに出土している。39
この2箇所の洞穴聖所は，前8世紀ないし前7世紀に近隣の人口が増えてくるにつれて，奉納の数
と種類そして質が変化したようである。プシクロに関しては，ラシシ盆地の人口が増加して対面のパ
プーラに大きな集落ができてきたことに起因しているであろうし，パッツォスについては，東8kmの
40 
山間地にシブリタの集落が発展してきたことと無関係ではないだろうと， Prentは推定している。
3番目の質素奉納聖所は，大多数の奉納品が陶器とテラコッタ小像であり，小型の青銅品が散発的
にしか現れないような僻地の聖所である。このカテゴリには，ユクタス山とコフイナス山の2箇所の
山頂野外聖所.アムニソス・スコテイノ・ファノレメニ・リリアノそしてスタヴロミティの5つの洞
穴聖所が挙げられている。これらの場所は，青銅器時代から田園や山間の僻地聖所であって.LMill 
C・SM期に奉納数が減退するだけでなく大型陶製品が消え，以後，暗黒期を通じてもっぱら陶器とテ
ラコッタ小像の奉納に限られ，大型で、高級の奉納品は現れることはなかった。41
この状況からPrentは，質素奉納聖所では先行する時代の奉納状態が，暗黒期においても図像的表
現の発展も文字表現の出現もなく継続し，クレタ島内で生じてくる政治的変動にともなう祭杷システ
ムの基準化という変化にもほとんど無関係なまま，旧来の祭杷慣行が細々とながらも連綿と続いた，
と述べている。そして，このような聖所の参詣者は，おもに山羊の群れをつれ歩く牧者たちであった
であろうと推測している 42
Prentによれば，以上の3種の僻地聖所には.暗黒期の聞に階層秩序 (hierarchy)が構築された。
すなわち，青銅器時代とほとんど変わるところのない質素奉納聖所の洞窟や野外聖所は，散発的な牧
羊者による細々とした祭租慣行という下層の位置にあり，中位には付近住民の祭相場であった段階か
聖所・神域・神殿におけるクレタ古j去の現象化とポリス形成のコスモロジー 19 
ら，徐々に広いエリアの諸集落より参詣者を集め， しだいに奉納品の大型化と高級化が進む中庸奉納
要所が存在する。そして.LMillC-SM期以降いったん奉納を減退させながらも，前8世紀頃から急激
に海外製品や貴金属製品の高級な奉納品を大量に集めて隆盛した豪華奉納聖所が，その最上位を占め
る。前8世紀以降の豪華奉納聖所には，非常に広域的な範囲から参詣者が訪れるが，彼らはそうした
豪華な奉納が可能な各地域のエリート層であった。43
く2.戦士エリートのイデオロギー〉
中庸奉納聖所と豪華奉納聖所に奉納された大型・高級・豪華で見事な品々の特徴からは，前8世紀
以降の暗黒期社会のあり方がうかがえる。それまでにはなかった青銅製の大釜と三脚鼎は，クレタに
限らずギリシア世界でもアルカイック期までの襲所奉納に典型的な豪華奉納品であるが，まずそれほ
どの品物を奉納できる富の蓄積が社会の内部に存在したことを前提にする。とくに，豪華奉納聖所で
はそのような見事な品々が多数奉納されている状況は，そこでエリート層の富と実力の誇示，それを
めぐる競争が実践されていたことを示している。言い換えれば，豪華奉納を行う競争に参加できる者
たちだけが，社会のエリートの資格を持ちえたのである。
次に，奉納品の大釜や三脚鼎は奉納専用に製作されたとしても，その容器の機能としては酒宴の際
の液体，おそらくブドウ酒の容れ物であり，合わせて出土する杯や水差しの奉納品を考慮すれば，大
勢の者たちで酒を酌み交わす儀礼的な交流の祝餐の存在が暗示されている。つまり，実際の奉納品を
使ってはいなくとも，奉納を行う特定のエリート構成員からなるグループは，大釜や鼎を囲んでとも
に飲食を経験する中で，グループ内の仲間意識を確認し結束を固めるという集団的儀礼行為を行って
いたと思われる。中庸奉納聖所においても，このような奉納品が見られることは，地域社会の内部で
エリート層が集団化し，いくつかのグループに分かれて競い合っていた状況を捻測させるf
また，前8世紀以降の奉納で典型的な青銅武具(大盾・刀剣・槍の穂先など)は，明らかにこの時
期のエリート層が軍事に深く係わっていたことを示している。しばしば「戦士エリート」とみなされ
る彼らの奉納は，それ以前の奉納に特徴的な聴櫨造りの陶製女神像/人物像やテラコッタ動物像や陶
器類から推定される祭把と崇拝のあり方とは，決定的に変化している。かつては社会の存続と再生産
そして多産と豊穣を第一の願いとした死と再生の女神への祭把は，エリート集団の勝利と武勇を祈願
するものにとって代わられているのである。質素奉納聖所や中庸奉納聖所での陶製品奉納の存続を見
れば，前者の祭把が決して消え去ったわけでiはないことがわかるが，それらの聖所が僻地聖所のヒエ
ラルヒーの中で中下層に位置づけられるとすれば，前8世紀以降，社会内部での祭把に関わる意識は
エリート層主導の下に大きく変質したと言えるであろう。
イダ洞穴聖所より多数出土した青銅の大盾は，中央に獣や鳥の頭部をあしらった張り出しのある特
異な形状をしていて，まったく実践向きではなく泰納専用に製造されたと思われるが，盾の表面を円
環状に飾る浮き彫りにはライオンや神話的怪物，種々の大型動物そして獅子狩りの場面がモチーフと
され，アッシリア工芸の影響が指摘されている。このことから前8世紀までに東方からの工芸職人のク
レタ到来を推定する見解もあるが，本稿ではこれらのそチーフが東方世界と接触を示ししつつ，アッ
20 
シリアの王権のごとき強力な覇権権力を象徴していることが確認できればよい。おそらく他を圧倒す
るほどの豪華で見事な多数の青銅製大盾の奉納は，イダ洞穴聖所が僻地聖所ヒエラルヒーの頂点に立
つ.クレタ全島的国際聖所であったことの証左でもあろう。45
さらに，中庸奉納聖所と豪華奉納聖所からは，クレタ島外からの海外輸入の奉納品が現れてくる。
とくにキプロスやエジプトなどの遥か東方からの珍しい貴薫品は，海外との交流を誇示しているよう
に見える。珍貴な舶来品の入手は，有力者聞の国際的な贈与交換によるという見解とフェニキア人の
到来をはじめとする東地中海・エーゲ海交易の展開の結果と見る立場とがあるが，ここではその問題
には触れない。いずれにしても，舶来品の奉納は奉納主体者が，狭い地域内で生活する地元住民とは
一線を画す国際的地位にいることを表している。しかも同時に，それは見知らぬ異世界へのアクセス
と交渉の能力を意味する物的証しであり，単に海外との交流だけでなく，神の世界との交渉をも象徴
するものであった。
ところで，僻地聖所ヒエラJレヒーが形成されていくなかで，奉納競争という行動によって，豪華奉
納聖所では広域的なエリート層の集合と交流が，中庸奉納聖所では地域的なエリート間交流がもたれ
たとすると，それらの奉納は特定の祭把儀式の形式をとったと思われる。僻地聖所の発掘調査によれ
ば，洞穴聖所では洞穴内部だけでなく入り口付近の野外でも多数の遺物が出土し，それらの多くが陶.
器や獣骨を含むことから，祭把儀式は洞穴の外で行われたらしい。野外聖所でも特定のミノア期の廃
嘘の周囲にある広場で祭杷が行われた形跡がある。46これは要するに，聖なる洞穴や廃嘘の前で行われ
る祭杷儀式と儀礼的祝宴が，集合した各地のエリートたちの交流の機会であり，同時に，新参者が地
域を越えたエリート層の世界に入会する儀式の場でもあったのである。
く3.祭杷の変化と世界観の転換〉
僻地聖所における奉納品についての以上の観察を踏まえれば.LMillC-SM期から暗黒期末までの僻
地聖所の祭杷の変化が浮かび上がってくるであろう。この期間の初期に大量かっ一般的であった素焼
き陶製の奉納は，同時期の避難集落の喪所や「廃櫨要所Jにも共通する特概であり，先立つ青銅器時
代の伝統を継承しているだけでなく，地域や聖所を間わず均質的で画一的な性格を帯ぴてもいる。
このことは，おそらく社会の均質性を背景にしているものと思われるが，さらに陶製という形質に
着目すれば.I万歳女神像」の場合と同様，そこには消滅と生成の循環という世界観が内在している。
そうした社会の存続と再生産を重要な願いとする価値観は，僻地聖所での奉納を見る限り，時代が経
つうちに徐々に薄れつつも暗黒期の後半にいたるまで続き，質素奉納聖所の連綿たる継続に見られる
ように，社会の基底に横たわる心性としてはその後も存在し続けたであろう。
しかし他方で暗黒期の末，前8世紀頃より，僻地聖所における奉納のあり方が大きく変わり，陶製
よりも青銅製の奉納品が優勢となる。しかも，その青銅製奉納品は，高度な技術で装飾を摘した非常
に豪華で個性的な工芸品となった。イダ洞穴聖所の青銅製大盾のように特定の様式が流行し，その様
式の枠内で豪華さを競うという現象も見られる。
このような奉納のあり方は，官とエネルギーが奉納行為に集中的に投下できる特権的エリートの存
聖所・布Ilj或・布1殿におけるクレタ育法の現象化とポリス形成のコスモロジー 21 
在を前提にするものである。その特権性は，富の蓄積と軍事の実力とに誇示されるが.さらには神的
異世界との接触と交渉という能力としても表現される。そして青銅という形質は，陶製とは対称的に.
恒久性・不朽性を象徴しており. 自らの富と権力が永遠に続くことを願う静態的な価値観を反映して
いる。
N. r神殿Jの登場と「メガロンJ 一一内部空間と神の機能分化
クレタにおいて神殿と呼べる宗教建築がいつから登場したのかを計る際に問題となるのは， どのよ
うな建造物をや¥1殿と認めるのかという基準である。他の建築からは独立して， 宗教にかかわる機能を
もっ建造物とするのであれば.すでにLMIlC期の避難集落であるカヴーシのヴロンダ遺跡に確認され
る建屋Gはその条件を十分満たしているしほほ同時期のカルフイ遺跡にも発掘者が「神殿 templeJ
とよぶ祭杷のための建造物が存在している047
ギリシア本土ではコリントス地方のペラホラ遺跡や
アルゴス地方のへライオン遺跡などから出土する前8
世紀頃の陶製の館モデルが，正面に2本の円柱を配し
たファサードを備えていることから神殿のプロトタイ
プであろうと考えられているが.クレタの陶製モデル
としてはすでに前1750年頃には正面上部に2つの 「聖
別の角」を置いて屋内に女性像を梢子に座らせた直方
体の嗣がガラタス遺跡から出土しており，独立した和1
聖なる建築物の歴史は宮殿|時代にまで古く遡る可能性
がある。48
クノ ッソスのLMIlC-SM期の祭杷場であった 「泉の
間」からも.内部に 「万歳女神像Jを置いた円錐屋根
の円筒型嗣モデルが発見されており，これは「泉の!日lJ
それ自体やヴロンダの建屋Gのような同時代の祭杷の
建物を模したミニチュアのように見える。ただしア
ルハネス遺跡、付近の墓から出土した前9世紀後半の同
様な形状のモデルには.屋上に口づけを交わすカップ
ルと一匹の犬らしき動物が載っており.このモデルは
屋内の 「万歳女神像」との配置の対称性から.女神の
地下世界と人間 ・動物の地上世界との関係を示す生と
死のコスモロジーの表現であると考えられている。そ
うであれば.r泉の問」出土のモデルも象徴的な表現で
あって.現実の建物を描写しているのではないかもし
写真 10 クノ ッソス「泉の間J出土の祭記建
造物陶製モデル
写真11 アルハネス出土の祭杷建造物陶製モ
デル
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れない。49
< 1.神殿内の竃の存在>
それまでの祭杷の建物とは一線を画する独立の構造物で¥建築構造上アルカイ ック期以降の神殿の
先駆けとなる暗黒期の建物は，クレタ島南部メサラ平野の西海岸にあるコモス遺跡の 「や1殿BJであ
る。神殿Bには前1000年頃より先行する神殿Aが存在したが.r廃境祭杷」の項目で触れたように.
前800年頃それにと ってかわった神殿Bは，東正面を開放して屋内に円形能と 3本石柱の嗣を備える
というフェニキア的様式を採っており，クレタ島では初めてのタイプであった。ただし両側の内墜
に設えられたベンチは.LMIIIC期~暗黒期クレタの聖所建造物の特徴を受け継いでおり.その意味で
は，布IJ殿Bは外来の要素とクレタの伝統を習合させた新たな独自の宗教建築様式といえるであろう。ω
壁の造りは荒削りの切石の再利用であったようであるが，神殿全体の構成プランは同時期の家屋と
も.それまでの祭杷の建物とも，非常に異なるものである。前750年頃，床面上昇によ って三石柱の
嗣に被さるように第2の竃が設置され，最終局而では前二者の上に石板を四角に並べた第3の髄が構
築された。こうして約l世紀の聞に内部の様相は変わっていくが. 崇拝の対象と思われる聖なる石や
屋内の中央に位置する石組竃の存在は，以下で触れるドレーロスやプリニアスの初期アルカイ ック神
殿にも共通する特徴である。また 神殿Bの内部からは，種々の陶器やテラコ ッタ小像， 青銅製の鍛
と穂先などが出土しているが，注目すべきは焼かれた羊ないし山羊の骨が発見されたことである。こ
れは， 屋内で動物を焼く犠牲式が行われた証左であり，野外の聖所でなされる祭杷とは異なる性格の
儀礼行為が，コモスの神殿に存在したことをうかが
わせる。
コモスの神殿Bより約半世紀遅れて前750年頃，
東部クレタのミラベロ湾西lOkm程のドレーロスに
アポロンを祭る神殿が建立された。神殿の近くから
3体の青銅製神像が発見され，ひと際大きい男性像
がアポロンを，小さな2体の女性像が母ラト (レト)
と双子の姉妹アルテミスの二女神をあらわすと解釈
されている。この布IJ殿は，居住されなくなったコモ
スの場合と違い，双子山の鞍部に広がるドレーロス
の居住地のエリア内に存在し，また，西の丘の上に
あるもう一つの大型巨石建造物と並存していた。ア
ポロン神殿の壁は粗仕上げの石を組み上げたタイプ
であるが，北側正爾のみは巨石ブロックで建造され
ていた。ヘレニズム期に東側に作られた貯水槽から.
前7世紀後半の法碑文を記載した巨石ブロ ックが発
見されており，それらは神殿東壁の一部と考えられ
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図 1 コモスの神殿B Shaw & Shaw (2000)より 転載
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ている。西壁の外側に岩盤を削って三角形の小
エリアができていて.南には5室の別の建物が
隣接している。51
アポロン神殿の内部には.床のほぼ中央に石
板組の四角形の竃があり .灰が詰まった状態で
発見されている。竃の北仮IJに柱の基礎石が一箇
所残り，南側内壁の南西の角にベンチが存在す
る。その上からは陶製の容器類と祭杷用具の他
に.青銅のゴルゴネイオンや骨と灰も見つかっ
ている。ゴルゴネイオンは前6世紀の作品だ、が.
その他は前7世紀のものと推定されている。さ
写真 12 ドレ一口スのアポロン・ ラト・アルテミス
らに.ベンチの東脇に角型の祭壇が立っており， の三柱青銅像
ベンチの前には石のテーブルが備えられていた
らしい。武具は出土していないが，鉄製と青銅
製のミトラ留めリングが発見されている。三角
エリアには前8-7世紀のピトス(陶製大型)2 
個を含む. 12のピトスが置かれていた。その他
の小型陶器と牛頭部のテラコッタ，奉納用の青
銅小円披，丸盾と兜を装備した18cmの青銅像，
l'Ii7世紀頃の有翼青年とゴルゴン頭を線描した
石板なども出土している。
他方で¥西丘の頂上部にある大型建造物は，
前室と主室が東西に配置された二部屋構成で.
主室の中央に炭の残ったコの字型の龍が.その
西側に2つの柱礎石が存在する。この建物の内
昔日から.前7世紀後半ないし前6世紀前半の多
数の青銅武具(大盾・兜 ・J同鎧 ・ミトラ ・腔当
て)が出土し，ほほ同時期の女性の上半身を描
いた陶板も出ている。この建物からは.ヘレニ
ズム期のドレーロス市民入会碑文が出土し，そ
れを根拠にアポロン・デルフィニオスの神殿で
あるという推定と，鞍部のアポロン神殿との関
係性から神殿ではなく.男性市民の集会堂であ
るアンドレイ オンだとする見解との議論がある。
いずれにしても，発掘された考古資料から見て.
。 8
・圃C:J掴圃 潤圃
図2 ドレーロスのアポロン神殿復元図
Mazarakis Ainian (J 997)より転戦
写真13 ドレ一口スの西丘頂上部の巨石大型建造物
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ここで祭犯と儀礼的会食が行われたことは閥違いないだろう。52
ドレーロスとほぼ同様な状況が，クレタ島の中央に位置するプリニアスにも存在する。広い谷を臨
む断崖テラスの緩やかな丘にプリニアスの居住エリアが広がるが.頂上部の広場に面する位置に2つ
の神殿Aと神殿Bが並んで、建っていた。神殿Bは前8-7世紀の建立で，縦並びに3室から成る細長い
建造物である。神殿の壁は粗仕上げの切石の水平積みで組み上げられ.厚さ53cm高さ95cmが残存す
る。中央の部屋の中心に竃が石板で囲う形で設えられ，内側の土に火焼の痕跡が認められている。竃
の東脇に柱の土台石があり，西側に
は祭壇もしくは供物台の脚部と思し
き円錐石もある。部屋の北西|偶の床
にi甚奨儀式用の石桶がはめ込まれて
いた。神殿Bからの出土品は， 日用
陶器や粉引き石，織物用分銅石，そ
して西奥の部屋のピトス6個分の陶
器片であり.祭杷用具に当たるもの
は発見されなかった。53
神殿Bに寄り添うように立つ神殿
Aは，やや遅く前7世紀後半頃に建
てられた，幅広で前室と内|事からな
る二室構成の建造物で，内陣の空間
は神殿Aよりも広い。壁体は磯石の
組み上げで、60cm前後の厚みがある。
向かい合う女性坐像と盾と槍で武装
した騎馬兵士たちを彫刻であしらっ
た建築装飾によって.建築年代が推
定されている。したがって，神殿A
と神殿Bは前7世紀後半以降，併存
していたと考えられる。内陣の南壁
中央に小さなベンチが備え付けられ，
部屋の中心には石板を並べた畿が設
けてあった。その内側の焼けた土の
層から灰と獣骨が出土している。寵
の東脇と北西隅には円柱の礎石があ
り，南西側には四角石が残っている。
出土遺物は少ないが.陶製の大釜の
断片装飾.青銅板の断片，テラコッ
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図3 プリニアスの神殿A・神殿Bプラン
ルlazarakisAinian (1997)より転載
写真 14 プリニアス遺跡の神殿A・神殿 Bの遺構
聖所 ・事1域・事1殿におけるクレタ古法の現象化とポリス形成のコスモロ ジー 25 
タの獅子頭，それに床一面に焼けた獣骨と木材破片が散在していた。床下の地層からも焼けた獣骨や
陶器破片，そして弓状に並べ置かれた12個の石が報告されており.神殿建立前にも宗教的活動がこの
場所であったら しいoM
<2.神殿の外観と規模>
イラクリオンから西へ30km程の山間地にある谷の南の丘にアクソスの居住地遺跡がある。その居
住地の丘の頂上部にアルカイ ックWJの大型建造物が所在している。このアクロポリスの建造物からは，
岩撚を削った祭壇.大量の獣骨と灰.動物テラコ ッタ.ピ トスの陶片.アルカイ ック期の碑文が発見
されている (法碑文一覧表3のA1)。その碑文にはアン
ドレイオンでの職人の食事に関する規定があり.それ故
にこの建物は市民の会食堂アン ドレイオンと推定されて
いるが.アポロンまたはゼウスの神殿とする見解もある。
最近の調査では，この構造物は建屋ではなく人工的なテ
ラスで.宗教的機能よりも市民共同生活の場だ‘ったので
はないか，という指摘もあるけれども，祭壇やテラコ ッ
タ動物小像の出土は，やはり祭犯とのかかわりを強く示
唆していると思われる。
この丘の東斜面に別の三室構成のや1殿建築が存在し
青銅の武器類.数百のテラコ ッタ小像.浮き彫りを施し
た建築パーツの断片が出土し布1殿としての機能を持つ
構造物であったようである。この神殿については.建設
年代も祭られる神格も不明である
が.前10世紀頃から祭肥の場所と
なり女性 ・馬 ・野鹿のテラコ ッタ ② 
小像の奉納品.前7世紀後半ないし
前6世紀前半に年代付けられる有
翼馬の打ち出し装飾の兜や.大釜
を掲げる女性戦士の装飾ミ トラな
どの見事な青銅武具奉納品が出土
しており.アクソスの住民にと っ
て重要な聖所であったことは疑い
ない。55
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Tegeu (2014)より転戦
すメサラ平野の北側の縁のほほ中
央に位置するゴルテュン遺跡では.
青銅器時代末頃からの3つの高所 図5 アクソスのアクロポリス東斜面の神殿 Tegeu (2014)より転載
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居住地のひとつで、あったアイヨス・ヨアンニスの丘に，前8世
紀ないし前7世紀頃に切り石ブロックを組み上げた建造物が
出現した。東側の擁壁で支えられた広いテラスに設けられた
石造りの祭壇の存在は，この頂上部エリアがこの時期すでに
祭記の場であったことを示している。祭壇近傍から石灰岩を
彫刻した大型女性坐像の下部が発見され，スカートの赤色付
けや装飾模様などから前650年頃の作品で，祭壇もしくは神
殿に付属する彫刻像と解釈されている。祭壇の周問からは前8
世紀頃の供物用の器やそれを載せる台脚，奉納用の陶器と小
石像，青銅ミニチュアの釜や武具やボウルやピンなどが出土
? ?
『
??
。 5
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している。しかし，このテラスからの出土品の大多数は，前 図6 ゴ.ルテュンのアクロポリス頂上部の
7世紀以降のテラコッタの男女小像や各種の動物像である。56 アテナ聖所プラン
Mazarakis Ainian (1997)より転載この正の建物は13.65mx 16mの規模の建造物であるが，特
異な内部構成をしている。石を敷いた帯状の敷居が内部を前後に区分し，奥の空間は薄い壁で3つの
空間に分けられ，さらにそれぞれの空間が壁で前後に仕切られている。中央の空間の床には，石板で
囲われた桶がある O このような空間構成は北シリアやエジプトの祭把建造物の影響であることが指摘
されている。ここからは女性を浅浮き彫りで描いた建築装飾の石板が発見されており，この神殿は，
祭壇近傍出土の女性坐像とも関連付けて，未婚の乙女を守護する女神，すなわちアテナを祭っていた
と考えられている。
このようなテラスや祭壇そして神殿の大掛かりな造営は，前8世紀以降アイヨス・ヨアンニスの正
が居住エリアから聖所専用の場所へと転換したことを意味する。この期間に住民は正の裾野や平野部
へ降りて居住するようになったのである。そして，新たな平地居住エリアの一面にもう一つの神殿が
現れる。それがアポロン・ピュテイオスの神殿である。この神殿の正確な建設年代は明らかではない
が，神殿の壁面に刻まれた碑文の最古の推定年代が前600年頃であるため，ネIjI殿がもともと壁に碑文
を書くための建物で、はなかフたとすると，建設時期は前7世紀の間であろう。関連遺物の報告がない
ので，ここでの祭杷の様子はわからないが，非常に多数の法碑文がこの神殿の基礎部分や壁面に刻ま
れていたことは，ここが特別な意味をもっ場所であったことの証しである。57
イダ山に比定されるプシロリテイス山塊の北西の裾野，海から約lOkm南の内陸に位置するエレウ
テルナの遺跡は，三方を深い谷に囲まれた細長い急峻な丘の上にある。暗黒期には，ベネチア時代の
城塞にちなんでピルギと呼ばれるこの正と，西側の渓谷を扶んで立ち上がるもう一つのニシの正に居
住の痕跡が残り，また，ピルギ正の西麓に前9世紀初からローマ期まで使われたオルシ・ベトラ墓地
が発見されている。ニシの丘にも野外聖所が存在したが，注目すべきはピルギの丘で二つの神殿建造
物の基礎が報告されていることである。
一つは正の頂上部テラスの6.5x l1.2mの建造物で，前7世紀頃に建てられたと推定されている。こ
の建物の内部構成はメガロン・タイプと呼ばれ，コモスの神殿Bやドレーロスのアポロン神殿，プリ
聖所・神域・神殿におけるクレタ古j去の現象化とポリス形成のコスモロジー 27 
ニアス神殿Aでもみられるように，床にイ共物溝穴が設けられていた。ヘレニズム期やローマ期の建物
が重層的に建てられたため，最古層の建造物の状況は十分に知られないが，これが神殿であるという
同定は妥当であろう。このテラスからは，前6世紀~前5世紀のいくつかの碑文が発見された。丘の
東斜面のカツイヴエロスと通称されるエリアに，もう一つの細長い (5x 15m)建造物があり，これ
もメガロン・タイプの構成であると報告されている。58
く3.クレタの神殿の特異性〉
前8世紀から前7世紀頃の居住地にある大型建造物について，以上の遺構・遺物から状況の確認で
きるコモス. ドレーロス，プリニアス，アクソス，ゴルテュン，エルウテルナの事例をつうじて観察
してきたoこれらをみな「神殿Jとみなしてよいかどうかは議論の余地があるであろう。神殿として
の違和感は，ギリシア本土や他の鳥棋の神殿と比較するとき，建築構成上の大きな違いからも生じる
であろう。たとえば，本殿の外周に円柱をめぐらすという「ベリステュレ式」の様相をクレタの神殿
は採っていない。外側周聞に円柱が立ち並ぶ神殿様式はクレタでは導入も発達もすることなく，藤体
のみの素っ気無い概観が，結局ヘレニズム期になってもなお，この島の神殿の姿であった。
しかしながら，前8/7世紀において規模や構造様式の点で，これらの事例が同時期の居住家屋やそ
れまでの祭杷儀式の空間を圧倒する威容を備えていたことは明らかであり，居住地近傍で宗教的な儀
式がなされる巨石大型建造物として， i神殿」の名にふさわしいのではなかろうか。それらの建造物
は，たしかに特異な空間構成や付属施設，そして奉納品の特徴を示しているが，むしろそれ故にこそ，
クレタの神殿の特徹的なあり方を考察するに十分な要素と素材を提供している。最後に，以下の4つ
の観点でそれをまとめておきたい。
その特徴の第一は，神殿内部の構成である。その構成とは， 2室ないし3震からなる内部の中央部
屋の床に板石を並べ立てた竃もしくは掘り込んだ供物溝穴の存在と，その周囲に配置される複数の柱
の組み合わせであり， iメガロン・タイプJと呼ばれる。さらに，それに付随して供物用のテーブル
と内壁に接するペンチが造作されることもある。その部罵からは，奉納品として青銅や陶製の小像の
他，供物台や盃などの祭杷用具とともに焼けた獣骨や灰が出土する。別室にピトス(=大型の聾)が
置かれることが多く，穀物やブドウ酒などの貯蔵用であった。したがって，この内部空間では祭杷の
犠牲式の催行とあわせて，犠牲獣の一部と穀類やブドウ酒を調理して，参加者で分け合う共同食事が
行われていたと考えられる。
第二の特徴は，居住地から遠く離れた海外の遠隔地聖所にして，島外からの来訪者との交流の場と
いう特殊な機能を果たしていたコモスを別にすれば，いずれの居住地においても2つの大型建造物が
ほぼ同時期に建設されて並存しているという事実である。両者は立地と構造の点で違いが見られる。
プリニアスの場合は隣接しているが，その他の暦住地では，一方は丘の頂上部を占め，他方は裾野や
正の中腹のテラスにある。また，頂上部に位置する建物は，中腹の建物に比べより大きな空間を内包
している。
出ごと遺物を分析したPrentによれば，これは両者の祭杷の性格が異なることに起因する違いである。
28 
すなわち，後者は共同体の男子成員のための会堂として，成人戦士となる若者の入会儀礼や成員持ち寄
りの共同食事を行なう「アンドレイオン」であり，それに応じた収容数の多い広い空間が必要で、あっ
た。それに対して，前者は社会の上層エリート，なかでも役職に就く限られた君、たちだけが祭記のた
めに会合・祝餐を行ない，また異国からの賓客をもてなす場所で，クレタにはその用譜は見られない
が， Iプリュタネイオン」に相当する。前者に祭られるのは，ゼウス，アテナ，アフロデイテであり，
後者の祭杷はもっぱらアポロンに向けられる。59
第三の特徴としては，すでに述べたように，建物本体に柱をめぐらす建築様式をとらず，壁体のみ
で聖別空間を構成しているととである。これは.内部に柱を配していることと裏表の関係にあるのか
もしれない。他のギリシア世界では神殿の外部に祭壇があり，犠牲式や祈祷などの神事はそれを中心
に屋外で行なわれるが，クレタの初期神殿では内部の竃や供物溝穴が祭記儀式の中心であった。コモ
スの神殿Bに存在した3本の石柱洞が暗示するように，柱に神格を想念する信仰があるとすれば，ク
レタの祭聞において柱は建物の外部にではなく，神殿内部になければならないだろう。そしておそら
く，この外側に周柱を欠く建築様式の定着が，法碑文を神殿や神聖な建造物の壁面に刻む慣習の環境
的条件を用意したと思われるのである。
第四の特徴は，神殿で崇拝の対象として祭られる神の特定化と個性化である。 LMillC-SM期の「ベ
ンチ聖所」で祭られる神l土「万歳女神像」に集合的に表象される女性自然神であった。神の像がそれ
以外の形象をとるととはなく，この女神はどの場所でも同ーの形式をもって崇拝される，集合的で，
偏在的で，抽象的な神格であった。それに対して，神殿で祭られる神は，アテナであったり，アポロ
ンであったり，ゼウスであったり，アフロデイテであったりと.それぞれの神殿で個別具体的で、ある。
それは神の機能分化とも言えるであろう。こうした神殿の神々の具象性と明確な機能分担は，大型巨
石建造物として神殿が他の建物とはっきり区別できるようになった具象性と構造的に連関していると
思われる。
V.アルファベットと聖別空間 文字表現のメンタリティ
クレタ島にアルファベットの到来が確認されるのは 前10世紀末ないし前9世紀初の頃である。ク
ノッソスのテッケ墓域の前10世紀末頃の副葬品に，口縁部にフェニキア文字で「口口の子，ムムの
盃」と刻まれた青銅製ボウJレが出土しており これがクレタにおけるアルファベットの最古の事例で
ある。この銘文に関しては，フェニキア人の記名ではなくクレタの人名の可能性や，クノッソスの有
力者による発注の可能性が上っているが，その当否は別にして，書き刻まれたアルファベットの実例
を，フェニキアの手になる高級青銅製品を通じて当時のクレタの地域エリートが目にする機会をもっ
たことに間違いはない 60
メサラ平野の海岸聖所であるコモス遺跡についても，神殿Aから出土する前9世紀のフェニキア陶
器の中に碑文の入った断片1例が確認されており，おそらく奉納銘か所有者銘であったと思われる。
そして前8世紀後半以降，ギリシア・アルファベットが陶器に刻まれたグラフィットとして，神殿B
聖所・神域・神殿におけるクレタ古法の現象化とポリス形成のコスモロジー 29 
の周囲の建物跡、から出現してくるようになる。61
そうした前8世紀後半~前7世紀の陶器銘文41例を分析したCsapo(1991)によると，そのほとん
どが輸入品への書き込みで，焼き上げられる前に生産地で書かれたものも存在するが.9例について
は南クレタ産の陶器であり，銘文が現地で記載されたものであるという。ただし，その銘文はいずれ
もエウボイアの文字の形態的特徴を持ち，外来の海上交易商人による記載と推定されている。62
く1.非石銘文の出現状況>
コモスのグラフイツテイや未公刊のものも含めて，石以外の素材に記載されたアルカイック期クレ
タの銘文の事例をJohnston (2013)が42件の>casual<inscriptionsとして一覧表に整理しているので，
それをもとに出土地ごとに出現の状況を検討してみたい063
アフラテイからは14例の青銅武具銘文が挙がっている。そのうちのひとつは. ["スペンシティオス
規定」として知られる， ミトラの裏表いっぱいにダタレイア人のスペンシティオスとその家系の者た
ちに対する取り決めが記された長文の碑文である(法碑文一覧表3のDa1)。それ以外はどの銘文も
「口口が，これを奪取した」と読める/復元できる短文であり，出土状況はわかっていないが，ペンチ
つきの大型建造物に由来するらしい。それらはいずれも前7世紀後半に年代付けられ，前6世後半頃
とされる「スペンシティオス規定J碑文も，規定の内容は前7世紀後半に遡ると考えられている。“
ゴルテュンの8例の銘文は，いずれも陶製の製品に限られ，盃や査台，オイノコエ，小像，盾に刻
まれている。すべて前7世紀に年代付けられ，出土地もアクロポリスのアテナ聖所である。陶製の盾
の内側円周部に刻まれている銘文は，レトログレードで主格人名が読み取れるので，アフラテイの青
銅武具と同様な記載の可能性が高い。それ以外は断片的で内容の推定は困難であるが，奉納品の銘文
であることは疑いないで、あろう。65
クノッソスでは4件のうち2例が，アリュパロスに記された前7世紀の銘文であり.墓地から出土
した。残る2例は，居住地出土の前6世紀後半のアンフォラ取手にある4文字の記号銘文と，前450年
頃の銀の腕輪に「ニケタスの子ノトカルテスがダマトゥルにJと刻まれたデメテル票所出土の銘文で
ある。66
フアイストスからは，前500年頃の「ヘラクレス・ゴJレテュス」と刻んだ陶器断片と前5世紀のもの
と思われる「テミストクレス」の人名が読み取れる陶器断片の2例の他に，前8/7世紀とされるピト
スの銘文が存在する。最後の事例は，ピトス肩部に水平のグラフィットで「パイドピラスの子エルペ
テイダモスのものである」と読める銘文がある。 Johnstonは居住地由来と分類するが.発掘したLevi
(1969)によれば，このピトス銘文はヘレニズム期の神殿に付属する建物から出土し，この神殿が中央
の竃やピトスの存在する「メガロン・タイプ」の構成をもち，その下層にある前7世紀頃の大型祭把
建造物を受け継いでいるようなので，聖所における文字表象の類例としてもよいかもしれない 67
居住地近傍の神殿や聖所からの銘文出土に対し，僻地聖所でのアルカイック期の銘文事例は，豪華
奉納聖所であるイダ山洞穴やシミの野外聖所においでさえも，きわめて少なくまた遅く，この点では
オリンピアやデルフイの聾所などのギリシア本士の広域票所とは対照的である。イダ洞穴では前500
30 
年頃の「シュブリタの子パイストスが十分のーとして奉納すJとの銘が青銅製ボウルにあるのみで，
シミでは前6世紀の「ダタラの人ダモテ トスが製作す」と銘が入った青銅の器だけである。クレタ島
西部アク ロテイリ半島の北端にあるレラの洞穴聖所からも，前5世紀前半の「ニュンフにわた しを奉
納す」の銘文付き陶器が発見されているが，他のギリシア世界では一般的な製作者銘や奉納銘の表現
は，アルカイック期のクレタでは青銅製品に限らず，陶器や彫刻においても極めて稀である。68
この他に.初期の事例として.クレタ極東域のアイヨス・ヨルギオス出土の金 ・青銅製スキュフォ
ス(前8/7世紀)に「奪取したJと読める銘文と.クレタ西部ハニア地域のガヴァリムリから焼成
前に rwJと刻まれた前8世紀のアンフォラがある。これら2例は，いずれも墓地より出土している。
ミラベロ湾に面するエルウンダの墓域からも，脚音1¥に数文字の記載が確認できる陶器が出土している
が.年代は古典期のものである。69
さて，こうして個々の事例を検証してみると.前8世紀ないし前7世紀の初期の非石銘文は，副葬品
として出現するのは稀であることが明らかになる。また， 聖所の中でも 山間地の僻地聖所では， 奉納
品の見事さを競ったような豪華奉納聖所での銘文事例が非常に少ないことが.イダ山洞穴やシミの野
外壁所の状況から判明する。このことは.暗黒期末頃のエリート層同士の自己表現のアリーナであっ
た僻地の広域聖所の祭礼トポスにおいて.アルファベットの文字はほとんど利用されていなかったこ
とを意味すると解釈できるであろう。
他方で.都市部/居住地の聖所 ・祈l殿に関
しては.8例を数えるゴルテュンと 14例を数
えるアフラティの銘文が示唆的である。アフ
ラティに関しては，厳密な出土状況は不明で
あるが，推測されているように居住丘の頂上
テラスの緩やかな斜面にあるベンチ付き大型
建造物からのものであったとすると.銘文の
ある青銅武具はベンチの上に並べ世かれてい
たのかもしれない。この建物は. 祭杷の行わ
写真 15 アフラティ遺跡のベンチ付き建造物遺構
れる判l殿とする見解と市民男子が集い儀礼的な共同食事をするアン ドレイオンとみなす立場がある
が，いずれにせよ神聖な行事の空間を構成する建物であり .そのような共同体の祝祭礼コンテクスト
の中に銘文が存在することに留意すべきであろう。
ゴjレテュンの銘文はすべて.アクロポリスのアテナの聖所から出土しており.奉納品であると理解
される。アフラティの場合と違うのは.銘文がいずれも陶製の容器や盾に刻まれていることであるが.
共通点としては2枚の盾の銘文が主格男性で記載されていることである。そのうちの一枚は 「エンブ
リダスがこれを奪取したjと復元可能であり，もう一枚も「エウテトス」という男性人名主絡が読み
取れるので，同様の文意を想定できるであろう。そして，この「誰それがこのものを奪取した」とい
う文言はアフラテイの青銅武具銘文にも現れる銘文形式であり.クレタにおける戦利品武具奉納の定
式文句であったと考えられる。
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勝利の記念に戦利品の一部を神に奉納する慣行はクレタに限ったことではないけれども， 1奪取し
た」という定式的文言は，奉納者個人の戦士アイデンティテイを表示するだけでなく，その奉納品が
勝利の獲得物として自らの手中にあったことをも示している。したがって，この表現が前6世紀~前
5世紀前半の奉納銘からなくなることは，個別的な武勇と所有の意識表示が後退した社会状況を暗示
するであろう。
組織的な発掘調査が行われたカヴーシ・アゾリアの集落遺跡からは，わずか3例の記号銘が出土す
るのみで，これらはアルカイック期の居住地にあった日用陶器類に刻まれていた。クレタ極東部のプ
ラエソス遺跡にはテラコッタ女性小像の背面に rnOPH.[Jと刻まれた前7世紀の銘文があるが，この
ようなテラコッタ銘文の事例はギリシア世界全体でも珍しい。70
く2.個人的石碑の新表現〉
次に，石に刻まれた個人的銘文についても観察していこう。非石碑文と石碑を集めてアルカイック
期クレタのリテラシーを論じたPerlman(2002)は， 42件のprivateinscriptionsを挙げている。この
うちJohnstonの一覧表からは漏れている非石碑文と石の碑文の計19例をリストアップしたのが表2で
ある。71
表2 アルカイック期クレタの私的碑文一覧
No 実態 形質・形態 年代 出土地・発見地 銘文 備考 出典
4 グラ7ィット 陶器・-7ノッソス 前7世紀 アイヤ・ベラ平ア アペロニア P:?) HH(予)1口(?) 未公刊製盃
6 グラブイット 陶器破片 前7世紀 プリニアス エポロスx3、オスミュルゴス× 練習脅さ' IC.1 xxvii.1 LSAG.315 2、…トゥラ:t.x2 no.l0 
7基碑銘 ステレ 660-650BC プリニアス 判醗不明 左端 Lembesi (1976) 21-22 
25路顕碑文 岩盤 アJレカイック/イタノス シデロス岬 -・・モンが我を描いた イルカの線描画 IC. m vi. 2 古典期初
26路顕碑文 岩盤 525-500BC イタノス シデロX岬 エウテレスが・・・(意味不明) 4行の牛耕式 IC.mvii.3 -・・イタノス人・・(意味不明)
28路頭碑文 岩盤 アルカイック期 オルス スピナロンf半島 テュンドゥロスが 銘文左右に足の線描画 IC. 1 xi. 64 b 
29墓碑銘? 記念碑 アルカイック期 プロラ ピュロロス タラドスが IC.I xxv.l 
30グラフィット 陶器 前6世紀 ファイトス ヘラクレスカ'1ゴルテュスが 2行、キユドニアのアイギ Garducchi ナ文字 (1952-54) 
32墓碑銘 墓標 前6世紀 ヘルソネソス ヘラニカ ティメスの子アウグロスが我を 2行、レトログレード Masson LSAG.316 立てた (1979)臼ー 65 no.20 
33奉納銘 青銅大釜の緑 500BC アイヤ・ペラギア アペロニア タリオス曲eアポロンにこれを奉納す SEGXXXIV. 
Nr.913 
34グラ7イット 石灰岩プロック 前6-5世記 エレウテルナ キピュイオスの SEGXXXXV. 
Nr.1271 
35カロス碑文 壁面 前5世紀初 ココレテユン オデイオン束壁 ダマゴラスは美しい IC.N.50 
36グラ7ィット 接体プロック 前5世紀初 ゴルテュン ソティモスが レトログレー ド IC向N.71
37路頭碑文 岩盤 前5世紀P イタノス シデロス岬 これはデニオスの両足 銘文上にー揃いの足の線 IC. m vi. 4 描画
38墓碑銘 ステレ 前5世紀初 キュドニア 我はアウトメデスの キュドニアのアイギナ文字 IC.llx.7 
39墓碑銘 月テレ 前5世組初 キュFニア 我はメリッシドスの事である キュドニアのアイギナ文字 IC.Il x.13 
40基碑銘 λテレ 前5世紀初 キュドー ア カリデイカ(スの?) 211 IC. Il X; 10 
41グラフィット ラムセスE世神殿 前5世紀初 エジプト アピュドス エウリユプロクスの子ダモクリト SEG XXIVI. 見曲e Nr目1708
42グラフィット ラムセスE世神殿 前5世紀初 エジプト アピュドス ヒュベJレパロスを SEGXXVI. 
Nr.1709 
Perlman (2002) Fig. 3に拠る(ただし、 Jonston(2013) Tab. 1との重視を除く)
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まず前者の非石碑碑文ではあるが.No.4の陶器とNo.33のグラフィットに関してはアイヤ・ペラギ
アの洞穴聖所出土の奉納品で.No.30のフアイストスの陶器も文面から奉納銘のようである。興味深
いのは前7世紀とされるプリニアスの練習書きとおぼしきNo.6の陶片グラフィットであり.Perlman 
はこれをもって，当時すでに読み書き技術の獲得と確立への高い社会的関心があった証拠としている。
しかし，このような事例はこれだけであり，ギリシア世界で文字の手習いとして一般的に現れるアベ
セダリアはクレタでは一例も見つかっておらず，むしろアルファベットが広く社会に浸透していた状
況は窺えない。72
同様の結論は，石のpr甘at巴inscriptionsからも引き出せるように恩われる。最も数の多い墓碑銘 (6
例)とその次に多い岩盤路頭碑文 (4例)については，判読不明なプリニアスのNO.7と奉納銘かもし
れないプロラのNo.29を除けば，いずれもクレタ島北側の沿岸部の入り江や港湾都市に存在する。ま
た.ぞれらはアルカイック期の比較的遅い時期に属すものである。さらに.No.32' No.38 . No.39の
墓碑とNo.25の岩盤路頭碑文にはクレタの銘文ではあまり馴染みのない一人称表現が使われている。お
そらく No.28の岩盤路頭碑文とNo.40の墓碑銘もその可能性があり，墓碑銘と岩盤路頭碑文には，奉
納銘にはほとんど類例のない一人称表現の出現頻度が高い。73
それらの存在した北側沿岸地点はアルカイック期におけるエーゲ海海上交易の展開のなかで.クレ
タ島への外来の商品と商人の窓口になった場所であった。したがって，これらの地点は外来の文化的
慣習の刺激を受けやすかったと考えられる。クレタの伝統にはない墓碑銘の記載慣行やキュドニアの
アイギナ文字の使用が，これらの場所で前6世紀後半-5世紀初頭の頃に登場してくるのは，エーゲ海
交易の物品や外来商人の駐留とともに，おそらくペロポネソス半島ないしアイギナ島を経由して，新
たな碑文・銘文方式が他のギリシア世界の慣習や文化として受け入れられた結果であった思われるの
である。74
No.41とNo.42はクレタではなくエジプトの事例であり，クレタ人傭兵の記念の落書きと思われる。
前5世紀に入ってからのこの2つ銘文については，指揮官クラスのエリート市民による記載であろう。
エレウテルナの石灰岩ブロックNo.34のグラフィットは，墓碑銘か奉納銘か判然とせず，また推定年
代も前6-5世紀と幅を持たされている。 No.35の壁に刻まれたカロス碑文は，クレタでは唯一のき
わめて珍しい事例であり.ギリシア世界でしばしば見られる陶器グラフィットのカロス碑文は，アル
カイック期のクレタには確認されていない。75
以上のように.Johnstonのcasualinscriptionsにおいても.Perlmanのprivateinscriptionsにおい
ても，銘文はほとんどの場合，聖所・神殿への奉納コンテクストの中で現れ，墓地の葬送コンテクス
トではようやく前6世紀末頃から，外来文化の受容地である沿岸部に用いられるようになる，という
状況が浮かび上がってきた。石に刻まれた銘文については，前7世紀~前6世紀前半の時期には墓碑
銘も岩雄路頭の落書き銘も存在しなかったと理解できるであろう。また，奉納銘に関しでも.r奉納
す」という文言の利用は，陶器奉納においても青銅器奉納においても，前6世紀末頃~前5世紀前半
の時期に，沿岸部聖所と超広域聖所のイダ山洞穴聖所からの出土品に限られるため，やはり外来文化
の影響と考えられる。
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く3.銘文表記のメンタリティ〉
これに対するクレタに定式的な奉納銘用語は「奪取した」という文言である。同様に，奉納品を「こ
れを」と三ム称で表現することも， I我を…したJI我は・円である」という一人称表現が多い他のギリ
シア世界とは異なる銘文慣行である。こうした表現の相違の背後には，奉納に対する独特のメンタリ
ティが介在したためと考えられる。この点について「奪取」表記銘文を，奉納する戦士エリートと奉
納される神との関係性という観点から，若干の考察を試みてみたい。均
そもそも「奪取した」とある品は，それが奉納者の武勇の結果として獲得された戦利品であること
を示している。したがって，その戦利品は一次的には奉納者の所有物である。自己の所有物を聖所へ
の奉納とすることは，その品の所有権が自分から神へと移されること会意味する。つまり「奪取J銘
文は，その奉納という行為が人から神への贈与であることを明確に語っているのである。しかし，こ
の贈与は決して一回的で一方向的なベクトル性をとるものではない。なぜなら奉納に先立つ以前.神
から人への贈与が戦勝という形で下賜されているからである。
そしてさらに，戦勝という神からの贈与の前に，それを祈願する人から神への贈与が存在したと考え
られる。そこには祈願が成就すれば，その成果の一部を神に奉納として返すという観念が働いていた
であろう。これは人と神との聞のある種の循環贈与であり，かつての「万歳女神像」に象徹される循
環と同ーの構造を持っているといってよい。ただし戦利品奉納にみえる循環は，自然神崇拝的な輪
廻の宿命を背景にしているのではなく，きわめて現世利得的であり，個別利己的であり，かつエリー
ト優越的な価値観を表出している。
クレタにおいて，前6世紀末以降の墓碑銘や岩盤路頭銘文に現れる一人称表記とは対照的に，前7
世紀奉納銘では，物品をそれ自体に一人称で語らせることはない。そこに見られる奉納品をあくまで
三人称の客体として示す表現形式も，戦士エリートとしての同様な精神姿勢を表している。
最後に，数量的観点、からも考察を加えておきたい。クレタ島のアルカイック期において，個人的な
銘文の諸事例の観察からは，少なくともより古い時期である前7世紀~前6世紀前半頃までは，もっ
ぱら聖所・神殿での奉納コンテクストのなかで文字表象が出現し，埋葬のコンテクストではほぼ利用
されていなかった。墓標にギリシア・アルファベットで自己表現が現れるのは，アルカイック期末頃
の前6世紀後半からのことであり，外来のギリシア文化に触発された沿岸部から導入されたように思
われる。おそらくそれと同時に， I奉納す」という用語使いや一人称表現が，クレタ内でも採用されて
いったのであろう。奉納が祭杷に伴って行われるとすれば，コモス聖所のフェニキア文字奉納銘文以
来，聖別空間で行われる歌舞音曲の儀式儀礼と文字表象の結びつきを見ることができるであろう。
しかしながら，これらの事例の総数はWhitley(1997)・(1998)で指摘されているように，クレタ全
鳥の広きを考えれば，非常に少ないと言わざるを得ない。 Pelrman(2002) が揚げる 42件の事例は，
Johnston (2013)のリストアップする追加事例を考慮に入れてもなお， Whitley (2004)で論じられる
ように，むしろアルカイック期クレタにおける個人的な自己表現に対する社会的抑制を露にしている
といって過言ではない。この傾向は，聖所における文字表象の出現についても窺われるものであり，
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とくに超広域的聖所の代表であるイダ山洞窟聖所とシミの野外聖所で出土した大量の豪華な青銅製奉
納品の中に，銘文表記はそれぞれ前6世紀のl例に限られ，それもクレタには珍しい，やや特殊な銘
文であるという事実が端的に示していよう。7，
石に刻んだ銘文に焦点を合わせれば，クレタ島外のエジプトのアブシンベル神殿にある落書きを除く
と現状の発見数は13例に過ぎず，次章で考察の対象とする100件を越す法碑文と比較して，その希少
性が際立つている。そして発見場所と時代の遅き.それに一人称表現との相閣を考慮すれば，私的石碑
銘文は，クレタの碑文慣習の中では非常に例外的で特殊な条件の下に存在したと考えられるのである。
VI. クレタ法碑文と聖所・神殿 一一提の身体性一一
ギリシアで知られる最古の法碑文は， ドレーロスのアポロン神殿の傍らにあるヘレニズム期の貯水
槽に落ちたブロック群の中から出土した，前650年頃のコスモス職への10年間再任を禁止する法であ
り，同じ場所から前7世紀後半の6枚の法碑文も出土している。これらは発見された状況からアポロ
ン神殿の壁面に刻まれていたと考えられる。また，ゴルテュンでは12欄600行を越す記念碑的な「大
法典」を筆頭に，前400年までに判読が可能なものだけでも 111件の法碑文が確認でき，そのうちの
半分以上がアルカイック期に属し，ギリシア最大数の法碑文が存在していた。78
この2つのポリスで興味深いのは， ドレーロスにおいて法碑文が刻まれていたアポロン神殿から奉
納銘が一例も出土しておらず，青銅製の武具奉納品についても出土は頂上部の「アンドレイオン」に
推定される大型建造物に集中していることと，ゴルテュンの奉納銘はアクロポリス頂上のアテナ聖所
エリアに集中し，前6世紀~前5世紀前半に膨大な数の法碑文が壁に刻まれた平野部のアポロン神殿
には現れないことである。アルカイック期のドレーロスとゴルテュンのアポロン神殿に現出している
法碑文の集合と奉納銘の不在は， どのような意味を持つのであろうか。
く1.クレタ法碑文の存在状況〉
これはすなわち，アルカイック期のクレタ法碑文が刻まれる聖所・神殿は，いかなる祭杷空間であっ
たのか，を問うことでもあろう。本章では，クレタ島で報告されてきた法碑文を前650-400年の期間
で改めて纏めなおしたGagarin-Perlman(2016)の碑文史料集をもとに，アルカイック期クレタの法碑
文の存在状況を再確認することから始めよう。79
クレタで確認されている前7世紀後半-5世紀前半の法碑文を一覧表にしてみると，表4のゴルテュ
ン碑碑文のエントリーは57件，表3のそれ以外の9ポリスが47件のエントリーである。このうち，後
代の家屋への転用でもともとの由来地が不明なものは25件，古代の居住地コンテクストで出土したも
のが2件であり，それらを除く 77件(約75%)が神殿ないし聖所に由来することが確実である。前6
世紀末の時期までにクレタのポリスにおいて，大型の切石を組み上げる建築物は聖所に所在する建造
物以外にはまず存在しないため，後代に転用された法碑文ブロックももともとは聖所に存在していた
と考えてよいだろう。
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表3.アルカイック期クレタ法碑文(ゴルテュンを除く)
Gagarin.Perlman (2016)に拠る。但し、 Guarducci(1935-1950)により一部補足
? 。ー?????」??
?
?????? ?? ??，?
形態 行方向 内容 備考 参照
Al 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 壁体プロック 牛耕式 賃労働に関する規定 K 101 VER I.28 
A2 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 壁体プロック 牛耕式 労働者に関する規定(?) K 102 VER I.28 
A3 6C第4四半期 アクロポリ1建造物付近 謹体プロック 牛緋式 労働者に関する規定け} K 103 
A4 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 護体プロック 牛耕式 労働者に関する規定け) K 104 
A5+A6 6C第4四半期 村の家屋 壁体プロック 牛耕式 戦利品に関する法規または条約 Perlman アクロポリス建造物付近 2010 
A7 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 壁体プロック 牛耕式 (不明)
A9 5C前半 アクロポリス 単体プロック 牛耕式 犠牲式に関する規定 大理石 K 106+107 
AI0 官5C前半 村の家屋(由来地不明) ステレ 牛牛耕耕式 遺産係争訴訟手続き 表誕
All 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 壁体プロック 牛耕式 (不明) 6断片
A12 A B 6C初 アクロポリス東斜面の 座壁体としプてロ再ック利を用台時ま-債務に関する規定(?) a+a' 神殿 b+b' 
Axos 1 6C第4四半期 アクロポリス 壁体プロック 牛耕式 労働者に関する規定 摩書9.3cm K 105 VER I.29 
Axos 2 5C前半 由来地不明 ステレ 牛耕式 科料取立てに関する規定
形態 行方向 内容 側考 参照
由来地不明
|ドレーロス総数7|延べ数 7
推定年代
(B.C白) 発見場所 形態 行方向 内容 備考 言書照
Dr 1 C.650 アゴラ貯水槽 盛体プロック 牛耕式・ コλモス職再佳を禁ずる法規 SEG VERI.81 Bile29-初1.no. 2 レトロ 27.620; K90 
Dr 2 7C後半 アゴヲ貯水槽 壁体プロック 牛耕式 プレプシダイとミラテイオイに VER I.66 Bile 30.no. 3 よる法の提案
Dr3 7C後半 アゴラ貯水槽 壁体プロック 下→上 エタイレイアイ法に規関)する規定 復愉元に異説餓 SEG VER L 68+ Bile 30. no. 5 牛耕式 (狩猟に関する あり 23.530; K92 II.89 
Dr4 7C後半 アゴラ貯水槽 壁体プロック レトロ 儀礼に関する規定け) K93 VER I. 27 Bile 31H. no. 6 
Dr5 7C後半 アゴラ貯水槽 接体プロック 牛耕式 アグレタスに関する規定(?) K 91 VER I.64 Bile 30， no.4 
Dr6 7C後半 アゴラ貯水槽 盤体プロック 牛耕式 ピュテイオンとアゴライオンで Bile 31. no目8の犠牲に閲する規定
Dr7 7C後半 アゴラ貯水槽 壁体プロック 牛耕式 宣替に関する規定 SEG 15目564VER I.lO Bile 31. no. 7 
lエレウテルナ総数18(13+5)l延べ数 24
推定年代~13 発見場所 形態 行方向 内容 側考 重量照
Ele 3 6/5C ピJレギ初期ピザンツ建物 石灰石プロック 牛耕式 アロポリアタイに関する法規 厚さ 13cm K 109 VER I.1O 
Ele 4 6/5C ピJレギ初期ピザンツ建物 ステレ 牛耕式 外国人に関する規定(1) 厚さ 12cm K 110 VER I.83 
Ele 5 6/5C ピJレギ初期ピザンツ建物 壁体プロック 牛耕式 収(?穫)物の所有権に関する法規
Ele 6 6/5C ピルギ初期ピザンツ建物 康体プロック 牛耕式 (不明)
Ele 8 6/5C アイヤ・イリニ教会近傍 壁体プロック 牛耕式 (不明)
Ele 9 6/5C プリネス村家屋 壁体プロック 牛緋式 外套職人に関する規定 アー チ状切断・ VER I.25 再利用
Elell 6/5C 由来地不明 壁体プロック 牛耕式 海不外在居者住裁超過に対する法規・ Kll2 VER L 14 判の規定
Ele13 6/5C プリネス村 壁体プロック 牛耕式 民援物に関する不買に対する K 113 罰則
Ele14 合間 プリネス村家屋 壁体プロック 牛耕式 (不明) VER I.46 壁体プロック 牛耕式 (不明)
Ele15 ACD E6/5C プリネス村家屋
壁体プロック 牛耕式 農地に関する法規 VER I.46 
壁体プロック 牛耕式 (不明)
Aa 牛耕式 売買と抵当に関する法規 [{ 14 VER 1. 67 
Ele16 Ab16/5C ピルギ初期ピザンツ建物 盛体プロック角石 牛耕式
規続典定におけるキタラ奏者に関する 隣接2菌AB K 115 VER 1.26 
ABa c 
牛耕式 裁判保証金に関する規定 Aに3人の石工 K 114 VER 1. 67 
牛耕式 ー
Ele17 6/5C 由来地不明 石灰石プロック 牛耕式 金銭の支払いに関する規定的
Ele18 6/5C プリネス村家屋 ステレ 牛耕式 (不明) 厚き 7cm
日eutheral 6C後半 ピJレギ初期ピザンツ建物 ステレ 牛耕式 M閣…T吟の爾想爾定貨に関する規定判官 厚さ1O.5c皿 SEG 41.739 VER 1. 98 
Eleuthera2 AI c .500 ニシ ステレ 牛耕式 厚さ9.5cm SEG 54.839 
日出由era3I百6/5C ピルギ ステレ 時喜一 表摩さ7.5cmSEG 41.740 高
Eleuthera4 5C前半 壁体プロック 牛耕式 罰法廷金手続きの規定:否認宣誓・ 1行上・ 3-4行 SEG 23.571 VER 1. 15 Bile 41， no.3 聞に空白
36 
|ヱルテユニア総数2(1+1) I 
推(B定目C年.)代 発見場所 形態 行方向 内容
クナヴィ村 傷害に対する懲罰規定
クナヴィ村 売買に関する法規 (1)
12ノツソス総数iJ
推(B定C年)代 発見場所 形態 行方向 内容
|ロG]∞? |屑住地 |壁体プロック|牛耕式 |罰金支払い規定
|リユヲトス 総数7(6+1)|延べ数 10(+未刊行碑文 I=L4よ)
披(B定C年)代 発見場所 形態 行方向 内容
Ll 6C第3四半期 リュットス(クシダス)村家屋 壁体プロック 牛耕式 土地をめく渇係争に関する法規(1)
L2 c.500 遺跡付近の腐屋 盛体プロック 牛耕式 不明(コスモス職・市民)
L3 
Alc.500 リュットス(クシダス)村 壁体プロック 牛耕式 不明(ヘルメス神)
B Ic. 500 角石 牛耕式 不明(階響員)
L4 未 c.500 遺跡付近の風車 (泰納記念碑1)牛耕式 不明(未刊行)
c.500 牛耕式 不明(売り手・ 1)ュクトス人)
L5 c.500 リ:J.'7トス(クシダス)村家屋 壁体プロック 牛耕式 資産窃盗に関する法規
L6 c.500 リュットス(クシダス)村家屋 壁体プロック ヰ耕式 不明(外国人の・解放する)
A Ic. 500 イオニア式柱頭 牛耕式 外国人の取り扱いに関する規定
Lyktosl 
B Ic. 500 (奉納記念碑) VERl.12 牧畜地の境界に関する規定
L 
|77イストス総数1l延べ数 1 (+SEG 23.日6;未公開碑文 4)
推定年代
(B.C.) 発見場所 形態 符方向内容
ハララ区画 遺産相続に関する法規
形態 行方向 内容
備考 多照
備考 参照
|VER I. 39| 
備考 言書照
VER l.45 
K 95 VER l.26 
K96 
7型行=残正存爾，繰り
隣接2面の右 K 97 
K 98 
K 99 
隣文接周2ド面AB;碑 SEG 35.991 VERl.12 Bile 12 
断加工』・両再面股切慨K 87 HMVE 
伽考 参照
備考 著書照
K=Koerner (l93); VER=van Efentere & Ruze (194-19錨);Bile= BiIe (198) 
表4.アルカイック期クレタ法碑文(ゴルテュン)
Gagarin-Perlman (2016)に拠る。但し， Guarducci (1935-1950)によりー部補足
|ゴルテュン総数(57+ω|延べ数 65
推定年代侶心)発見場所 形態 行方向 内容 備考 参照
Gl 6C第1-3四半期 ApollonPythios 縦長プロック6字枚) a-b.c，d-e (2文 fレトロ
5行家畜=5法規
-人体の加害に対する罰金規定 3行目はに途隣中歯ので余終地了あcの位置 りK 116 
G3 6C第1-3四半期 ApollonPytbios 縦a(長8文プ字ロ)ック4枚b-c. d レトロ
6三行神=へ6の法犠規曜 :アポロン・ヘラ・デメテJレ
牲式規定
縦長プロック2枚 4行=4法規;li商業法規・2犠牲式11罰「アンドレイオンJのG4 6C第1-3四半期 ApollonPythios a.b レトロ 金規続定・3法的 クレタ初出 K 117 手 き規定・47ンドレイオンでの飲i酉規定
G5 6C第1-3四半期 ApollonPytbios プロック2枚 レトロ 2行=2法規:水流妨害に対する処罰規定 VER I 92 上部損傷
G6 6C第1-3四半期 ApollonPythios プロック2枚 レトロ 神2行殿=)2法規田内容不明(単散の大釜・上部損傷
G7 6C第1-3四半期 ApollonPytbios プロック単体 レトロ l行のみ判読可能:内容不明 復元推定は不確か
G8 6C第1-3四半期 ApollonPythios 横長プロック15枚 レトロ 普1行・大:幼釜児)殺害に対する人命金規定(宣 K 118 i-a・.f，g-h，k.l，m，n，o.p
G9 6C第1-3四半期 ApollonPytbios 横長プロック13(右枚面a-n(正面).o(;f;i!i) レトロ l行:殺人罪確定後の陪審総務違反規定 基礎2面 K 119 VER I 78 
GlO 6C第1-3四半期 ApollonPythios 
横長プロック44枚 レトロ l行・ゴ種Jレ々テ罰ユ金ン刑人規)定(大釜・ダーモ
基ロに'イ礎震.ね4l菌日害法事GI0aの上ス-
b. c・e.ιh.i. k-l， m-n， o-p，ゃれs-t， U. V， x-y，目z，a'-b'， g'， h'， k'， 0'， P'.q' 
GlOa 6C第1-3四半期 ApollonPytbios プロック3枚，;p'イ レトロ l行:内容不明(死1) GI0より小さな文字(未消去)
Gll 6C第1-3四半期 ApollonPythios 椴長プロック9枚 レトロ l行:こ内(容不)・明碑 (大釜) 基礎2面;角プロックIa-b， c・d，(e，f， g，)・h-i G/PI 文への雷及なし
G12 6C第1-3四半期 ApollonPythios 
横長プロック18枚 レトロ114'ユラ 2行以上=2法規以上・内碑容文へ不の明言(及掘な削し) &桂h者，のレトごロと.き1左6開・レ始ギはュ稀ラ有ー
a-b. c札e，f，g. b， i. k.)'l-m I.n， 0， P.q， r， s)"G/Pに()・および()・
聖所・神域・神殿におけるクレタ古法の現象化とポリス形成のコスモロジー 37 
推定年代 (B.C.)発見場所 形態 行方向 内容 備考 参照
GI3 6C第1-3四半期 ApollonPythios 
横長プロック12枚左開始の牛耕式 2行:ス僻金E体手)続き規定(都市民の訴訟・
ポリ 基礎2面'角プロックmK 120 VER I1 
~I. cJ. 01. fl. g.hl. il. kl. 1. ml. m2， 12， k2. i2. h.g2， 12， .2， d2守c2，b2，.2 
樹長プロック18枚牛耕式 2行:聡務未遂行の罰則・再任の期間制限規程 グノメネス職(複数形)・
G14 6C第1-3四半期 ApollonPythio. .1， bl. cl， .1， fl， g.pl， ql.rl， .1， .2， r2， q2， p.g2 クセニ K 121 VER 182 オス聡(単数)
GI5 6C第1-3四半期 ApollonPythio. 横長プロック3枚 キ耕式 2行・旦親に関する規定 VER 123 .bl. cl， c2
G16 6C第1-3四半期 ApollonPythios 機長プロック単体 牛耕式 2行 4 入信儀礼に関する規定け) H宇目のJヒに空白 VER 124 
G17 6C第1-3四半期 !-pollonPyth~ 横長プロック単体 左開始の牛耕式 2行:嫁資の取り扱いに関する規定 VER Il52 
GI8 6C第1-3四半期 !-pollonPythi~ 横長プロック単体 牛耕式 3行:内容不明(子供) 1行目は判読不能
GI9 6C第1・3四半期 ApollonPythio. 横長プロック単体 牛耕式 3行:内容不明(部族)
G20 6C傭1-3四半期 ApollonPythio. 横長プロック2枚 牛耕式 4行・実子と養子の遺産相続規定 父方と母方の財産 K 122 VER l37 
1-4 :レトロ 不I明己-4裁明行(幾定(:子同罰4一)則法・両規4親内:)容1・25-内6容不明・3内容不G21 6C第1-3四半期 A神p殿01正on面Py壁thios 縦長プロック2枚 5耕-8式:左開始牛
左隣プロックへの継続推定 KI17 VERIl61 相続係争・7-8自右プロック右半分にG22B
G22 6C第1-3四半期 神Ap殿olElon面Py壁thio. 縦(2長プロック右半分2B) 左下から巡回式 訴訟鉄続春期限の規定(?) 正22面A北東(上角)石+・G障接78右(面下に) K 124 VER 184 
1-5:レギュヲー 「ウォイケウス」の初出
G23 6C第1-3四半期 ApollonPythios プロック単体 6-8. :牛耕式 個女別伎条項とは内容民不と明婚.全姻体にと関し守ては自由 Bかb-ら1の0:継右続隣推プ定ロック K 125 VER Il25 8b.1O:レトロ 人 様属の する規定
1:垂車レギュラー
G25 6C第1-3四半期 ApollonPythio. 25断片 レトロ.牛耕式， .:牛牛耕緋式式2行行((コスモAfi)女性 複と数んのど法が碑意文味不混在明・ほ.v， a'.d' レギュヲー U ・ 2 オポ目見・ の)
16断片 レトロ，牛耕式， a2・3・牛耕式()オポcレロ2トス:ロ牛・(豚耕何)式物， b:レギュ 複は数同のー金法碑の文規混)定:在犠(牲多式くG26 6C鯵1・3四半期 ApollonPythios a.q レギュラー ラー (オポロス， c2:'H!F;t(も10))， d •レトロ(12)，g: か罰
G27 6C第1-3四半期 ，l¥pollonPythi四 プロック単体 レトロ 3行:内容不明
4*行壊VEへ:R内のに容呪よ不いる明復(元宜容・宣・誓遮拒れ否去やり碑)文破
左右の隣石にテキスト
G2酒 6C第1-3四半期 Acropoli. 縦長プロック単体 牛耕式 継続 VER 112 
下部に大空白
G29 6C第1-3四半期 ApollonPythios 横長プロック断片 牛耕式 3行・内容不明(コスモス)
アイイ・デカ村:
4年行季:軍内事会容契不約明・(外三脚国鼎人担・メ当デコィスムモノスイ)・
左継右続の隣石にテキスト
G30 6C第1-3四半期 A由p来ollonPythios 横長プロック単体 牛耕式 VER江12
4行自の文字下切れ
G40 6C第1-3四半期 アイイ・デカ村 機長小断片 牛耕式 2行;内容不明 (10)
ヘレニズム建造物 横長プロック3枚 71農・欄欄5.-贈動欄入物，傷年季害奉・取公引人， 4欄:逃亡縁 石左想「小残右定法存に典各」l:欄最以下上段存の在3 G41 5C前半 北壁 7欄各14行 牛耕式 に関する訴訟. K 127-128 VER 165 
BAに部糊空調空上左白石ー部のみ・中央G42 5C前半 へレニズム建造物 横2欄長Aプ，Bロック単体 牛耕式 AB .:土内地容境不界明係(争訴に宣告関・す罰る金栽・定技措巧置)規定 K 129 VERII5 北壁 から継続・底
Ba 回 公不川脱有正の殺な農水場奴地流抵隷の当所転現設有売状定・維の・奴抵持禁鯨当止虐設待定へのの禁処止罰
ABに完a継結開続始完結・BAb開下始石
G43 5C前半 ヘレニズム建造物 2横楓長Aプaロ，Aッbク，B単a体‘Bb 牛耕式
Bb: K 130同133 VER 147; 北壁 Aa: 記載順=Ba・Bb・Aa 170 
Ab: Ab 
BaとAaは旧法に重ね
書き
G44 5C前半 ヘレニズム建造物 横長プロック単体 牛耕式 女子相続人の婚姻規定 大l行法に典類7似桐の15条行項.9欄 KI34 VER I150 北壁
上下のプロックとの
G45 5C前半 ヘレエズム建造物 横2欄長Aプ，ロBック単体 キ耕式 B A-:抵抵当当承設認定宣に誓関にす関るす規る定規定 法Aお文継'B続左の隣石との K 135 VER 169 北壁
継続
ヘレニズム建造物 横Z欄長Aプ.ロBック単体 Aる:(内煙遺容体突不倣・明送間金の(宜許)，容可B}規6-定B14l-5行 : 内容不を
上下のプロックとの
G46 5C前半 北壁 牛耕式 明 行:私有地 A法右文継隣石続との継続 K 136-137 VER 185 通
へ東レ盤ニズム建造物 横2綱長Aプ，ロBγク単体 A前l期-1奉6行公の:年権季利奉畏公失奴条隷項規と定訴， 16-B33: 
AB連続・開始完結
G47 5C前半 牛耕式 ABともに悶法に重ね K 138 VER Il26 訟手続き 書き
ヘレニズム建造物 横長プロック複数 AC ::内内容容不不明明((運神ぷ々)， B :内容不明 B風書右化畠プによる損耗激しいG48 5C前半 東壁 A， B， C 牛耕式 ロックにG47上
G51 5C前半 ヘレニズム建造物 正方プロッcクm単)体 牛耕式 神々への宜容に関する規定，アポロン・
G42と続のき類似: 遠の
K 139 VER 113 東壁 (61.5 x 58 アテナ・ヘルメス ゼウス?) 碑法文手を構成?
G52 5C前半 オデイオン区域 プロック単体 牛耕式 AB -:水内利容権不を明めぐ(流るれ係)争に対する罰則規定 4辺すべてf聞でに法空文白継続 K 140 VER I190 2欄A，B A4・5行
横3欄長Aプ，ロック単体 A毛内容):.内不c容明:不内明(容聖不別(外明品国)人・B・下コ且・内モ容A)不.明B上(羊: 4辺すべてで法項文・左継右続G53 5C前半 アイイ・デカ村 牛耕式 B:主上確下定2条B， C 端l
G54 5c前半 オデイオン壁画 プロック単体 牛耕式 A恥内内容容不不明 左A右.上火下鍋2条項2網A，B B: JI;J~iI'~ (百の)
G55 5C前半 オデイオン壁面 プロック単体 牛耕式 主人による奴草書取り扱いに関する宜醤文 右左端側各欠行損にl字分の空白 K 141 VERI121 
G56 5C前半 オデイオン壁面 プロック単体 牛耕式 上・女内子容不相明 左右欠損下: 続人に関する法規 上下2条項(+口)
直里15C前半 オデイオン東壁商 プロック単体 キ主主式 内容不明(自由人・売買・間金・告発人) 下左右欠損 K 142 
38 
推定年代(B.C.)発見場所 形態 行方向 内容 備考 参照
オデイオン区域 内容不明(スタテJレ・ラトシ7人・罰金・ 上上輸端に左若梢干各空行白i=棚G58 5C前半 の小屋 横長プロッテ単体 牛耕式 告発人 の こl字 K 143 VER 115 分の空白
本相上左違体紛右失・模写2枚にG59 5c前半 オヂイオン区域 ブロック単体 牛耕式 内容不明(成人・全体の) VER 13 
欠損
G60 5C前半 オデイオン壁面 プロック単体 牛耕式 内容不明(普かれた通りに) 下左右欠損上端にふち飾り
G61 5C前半 オデイオン壁面 横長プロック単体 牛耕式 内容不明{支払い・間金) 石誠部面分右aよ部文分のみに左記 法制の最終
ミトロポリス村 プロッ6ク6単c皿体) 牛句耕読式2点 身分・奴に総関する法規(ゴJレテュ事ン人・・自由
左側欠損，右隣石に
G62 6C第4四半期 近傍 (50 x 人 ・コスモス・解放・神 飲酒) テキスト・上下の石に Kl44 VERII3 法文継続
G63 6c第4四半期 オデイオン区域 積長ブロック単体 牛耕式 ゴルテュンとレベン聞の協日当定た(り大5変ス2タ0テメJデレ)イムノ;1.，運搬，証人， 1 園文周開に始後・代下のの緑石削に継弘法続 VER 159 
横(17長7プロック528枚cmab) 
デュオニシオス顕彰(アウロンに住む者
b右続の，隣右開石半始に分完テほ結キ1. ス削ト除継， G64 6C第4四半期 (雷及なし) x26，5x 牛耕式 たち.免税，ピュJレゴス内の家屋と区画 VER 18 地，ギュムナジウム)
ミトロポリ見村 縦(3長プロッcクm単)体 左牛耕式
ゼウス・ヘリオ1・その他の神への犠往 左欠損)継，続(右テ隣キ右スト左端G65 5C前半 近傍 6.2 x 49 開始 品規定ー(雌ズ羊)・子牛・雄羊・メデイムノ 保存 にテキス・チ スト
G66 5C前半 (雷及なし) 小断片 牛耕式 5行:内容不明(ポセイドン) ポセイドン初出cf. A5+6 
G67 5C前半 アイイ・デカ村 縦長プロック単体 牛耕式 5行:内容不明(女性の) 上5行部の右下肩に上大り空に白欠損
G68 5C前半 ピュテイオン区域 横長小断片 牛耕式 3行:内容不明(ゴルテユン) 下継続右欠損， 左隣石に
G69 5C前半 ピュテイオン区域 検長小断片 牛耕式 4行:内容不明(樹木分割) 継縦続構欠損， 右隣石に
K=Koerner (993): VER=van Efente町e晶Ruze(1994-1995) 
碑文の形状に着目すると，アクソスにステレ製が2件，アフラテイに比定されるダタラでは青銅製
ミトラのu牛，エレウテルナでステレ型が5件，リュクトスで奉納記念碑と柱頭切断加工が計3件，プ
リニアスでキュルピス型がl件存在し，残る 93件すべて(約89%)は建造物の組成パーツのブロック
である。ダタラの表裏に碑文のある青銅製ミトラは珍しい事例で，出土の詳細はまったく不明である
が，スベンシティオスの末育一族による奉納品である可能性が高い。リユクトスの隣接する2面に碑
文のある柱頭加工碑文は，同所の他の2件と同様に奉納記念碑であったのではないかと思われ，車所
建造物の一部ではないにしても，その境内に建て置かれたと考えられる。80
以上のように，出土コンテクストと形状の観点から，法碑文は聖所・神殿との親和性が極めて高く，
ほとんどの場合，建物の壁面に刻まれていたことが明らかである。
そこで次に，神殿・聖所の建造物に焦点を合わせて個別的に観察すれば，アクソスの法碑文はアク
ロポリス頂上部建造物の一部が8件で，東斜面の神殿からはl件のみ。ドレ}ロスでは， 7件すべてが
アポロン神殿の援体であったと考えられる。エレウテJレナの場合は，ピルギの丘の初期ピザンツの建
物が，下層のアルカイック期の祭紀建造物から建築材を再利用しているので，ピ1レギからの法碑文は
いずれもその建造物の一部と考えてよいであろう。東斜面のカツイヴエロス・エリアからは法碑文は
見つかっていない。プリニアスの複数面に法文を刻まれたキュルビスは，神殿ABの近傍から出土し
ている。
アルカイック期だけでも 57件を数えるゴルテユンの法碑文ブロックのうち，アクロポリス頂上部
のアテナ神殿の聖所から出したのはl件のみで，アポロン・ピュティオス神殿に由来するプロックは
30件，ローマ期のオデイオン周辺エリアから 19件である(近隣の村の家屋転用5件，由来情報なし
2件)。年代別に見ると，前6世紀に属する33件の法碑文のうち.28件(約85%)がアポロン・ピュ
聖所・神域・神殿におけるクレタ古法の現象化とポリス形成のコスモロジー 39 
テイオス神殿に由来し，アクロポリスのアテナ神殿エリアのl例のほかは由来地が不明であるが，こ
の時期にはオデイオン地区に法碑文は存在しないと言って差し支えないだろう。
逆に前5世期前半に年代付けられる24の法碑文の中で，ピュテイオン区域の碑文は2例のみで，も
ともとの所在地が不明な6件を除くと，半数を超える 16件が確実にオデイオン区域に由来する。この
出土状況は前6世紀までと前5世期以降とでは対称的で，法碑文の所在場所がこの世紀の転換期頃に
ピュテイオン地区からオデイオン地区へと変更したことを示している。
ところで，総数で100件を越すアルカイック期クレタの法碑文は，わずか10のポリスからしか出土
しない。この状況はクレタ各地で発掘や領域調査が進み.Gagarin-Perlman (2016)の最新の成果をみ
た現在も，戦前の資料をもとに編纂したGuarducci(1935-50)の段階とまったく変わっていない。す
なわち，法を碑文として石に刻む慣行は，クレタ全島においてもごく限られたポリスでしか実践され
なかったのである。そして，一覧表から明らかなように，ゴjレテユンの法碑文数が他を圧倒して多く，
他方で，前7世紀後半の最初期の法碑文はドレーロスにしか存在せず，その他のポリスの法碑文は，
ゴルテュンを除いては前6世紀後半から前5世紀前半に限られるOBI
く2.神殿祭fiBと法の宣誓〉
そこで以下では，冒頭でも触れたドレーロスとゴルテュンの法碑文の状況をケーススタデイにして
神殿と法碑文の親和性を考察してみたい。この二つのポリスは，法碑文における時代の先進性や数量
の圧倒的優越の他にも，冒頭で触れたように法碑文の存在状況においても，きわめてよく似た特徴と
まったく相反する特徴の両方をもったポリスであり，アルカイック期クレタの法碑文所在ポリスの代
表と言えるからである。
まず両者によく似た特徴的現象の一つに，法碑文が接面に刻まれているのはアポロンを祭る神殿で
あるということがある。ドレーロスの神殿で祭られていたのは，アポロン・ピュティオスであるのか
アポロン・デルフイニオスであるのか，諸家の見解は割れているが，アポロンの神殿であることに間
違いはない。ゴルテュンのアポロン・ピュテイオス神殿は前5世紀に入ると法碑文の所在場所として
の役目をほぼ終えたようであるが，それはアポロン神殿に碑文を書き加えるスペースがなくなったた
めかもしれない。そうであるとすれば，そのような状態になるまで法碑文を次々とアポロン神殿に刻
み続ける強烈な指向性を感じきせよう。82
他方で， ドレーロスのアポロン神殿は前8世紀頃に建てられ，竃と柱を備えたメガロン・タイプの
構成や付属施設でのピトスの設置，古くからの伝統を引き継ぐ内壁に備えられるペンチの存在から，
祭杷儀式は神殿の内部で執り行われたと思われる。それに参列するのは，神殿の規模に相応する少人
数であり，共同体の役職者につける高位の有力者たちだけであったと考えてよい。前650年頃とされ
るDrlの最古の法碑文は，最高官職とおぼしき「コスモスJの職について.10年間の再任禁止と違反
者への罰則の規程であり，有力者聞の機会均等のルール=相互牽制の心情が透けて見える 83
しかし，実力が伯仲するような有力者同士の取り決めを全員で遵守していくには，それぞれの能力
を鵡越した存在による抗いがたい拘束と絶対の保証を必要としたであろう。ぞれがアポロン神であっ
40 
た。そして，その神のルールを参加者それぞれが内面化させるために.アポロンへ犠牲をささげ，その
供物の一部を自分たち自身も共同会食したのである。こうした超越的存在による秩序の構築と共同の
儀礼的祝餐による結束の維持が， ドレーロスのアポロン神殿で行われた祭把儀式の社会的機能であっ
たと推測される。
ここで着目すべきは，唯)ゴルテュンのアクロポリス頂上部エリアで出土したG28の法碑文である。
そのエリアはアテナ女神の神殿の所在地であり，縦長ブロックのこの碑文は神殿の壁面にあった可能
性がある。碑文の文面を宣誓と呪いとして復元を試みたEff，巴nterr・e-Ruze(1994-95)は，この碑文の年
代を前7世紀後半に遡ると推定しているが， Gagarin-Perlman (2016)は前600-525年頃に分類し直し
ている。呪いの復元もGagarin-Perlmanによって文字同定と文法の両面から批判されているが， r宣誓
する」の文言は復元できそうである。そうだとすれば.この神殿でアテナ女神に対する宣誓の儀式が
執り行われたと考えてよいであろう oM
ゴルテュンのアテナ女神の神殿は，町章で触れたように内部空間に仕切られた小部屋と中央床面の
石板で因われた窪みがある特殊な構造をしていた。それは，神殿の内部で主に水やブドウ酒などの液
体を使って，少人数で濯集儀式が行われたことを意味する。したがって，法碑文に示されるアテナ女
神に対する「宣誓」のセレモニーと，神殿内部での濯実儀式は無関係ではなかったであろう。85
同時期のドレーロスのアポロン神殿においても，内部空間で少数の有力者たちが動物を火にかける
犠牲式と祝餐を執り行ったことは上に述べたとおりであるが，神殿の壁体ブロックに刻まれた最古の
法碑文は，最後の一文で「宣誓者はコスモスとダミオイとポリスの20人」とあり，関係者による宣誓
を定めている。 Gagarin-Perlmanは，これをもって立法のプロセスがポリス全体と役職者と部族代表
者たち共同作業となっていると解釈するが，そのような理解は少数者限定でなされる神殿内部の儀式
行為の性格とは一致しない。また，宣誓として文面が読み上げられるという儀式がある以上，法碑文
の存在状況は儀礼行動の観点から考察されねばならない。
神への宣誓として聖所・神殿に刻まれた法碑文の読み上げという行為は，宣誓文の形式をとる法碑
文に限らず，すべての法碑文についてあてはまるはずである。すでに述べたように，相互の牽制し合
う有力者聞の秩序と結束は，彼らを超越する存在との関係によって構築された。神への誓いは，単に
神に向かつての一方的な人の物言いではない。人の聞の取り決めが宣誓として神に聞き届けられたな
らば，当然のことながら，違反者には必ずや恐るべき神罰が下るであろう。ここには観念上，人と神
との往復的関係があり，それが読み上げる考たちに対して強い拘束力を生み.それによって初めて法
の実効性が担保される。それこそが法碑文が聖所・神殿に存在する理由である。つまり，神は法を守
護するのではなく，蓄いの遵守を強制するのである。
宣誓儀式によって，神による法の承認が済めば，その後の法の執行や裁定の場で既存の法を逐一参
照する必要はなく，法は神殿に刻まれであればそれで充分であった。ゴルテュンのアポロン神殿やオ
デイオン地区に刻まれていた移しい数の諸法には，番号も名前も付けられておらず，系列的にまとめ
られでもいなかったため，その中から当該係争に関連する法を探し出すのは事実上不可能であったで
あろう。また， G47の法はG48の法碑文の上に重ね書きされており，後者は一部分しか読み取ること
聖所・神域、神殿におけるクレタ古法の現象化とポリス形成のコスモロジー 41 
ができなくなっていた。こうした新たな法の重ね書きによっても， 1日法の存在d性は揺るがなかったと
思われる。“
く3.法碑文の社会化〉
そして，クレタにおける法碑文のほとんどが聖所・神殿の壁面に刻まれたのは，宣誓という儀式が
神殿の外側で行なわれたからであるが，その背景には暗黒期を通じて継承されてきた神の所在する場
所での祭把儀式の伝統と，居住家屋とは明確に異なる巨石大型建造物に対する畏怖と神聖さを感じる
精神的態度が存続していた。前8世紀以降のクレタに，神の機能分化とともに聖所・神殿が非日常の
聖別された空間として明確な形象を採ってたち現れてきた時，そこに「壁体の物神性」が宿るのは，
決して不思議なことではない。内部で祭把儀礼を行うための「メガロン・タイプJの構成は，周柱に
よって壁面の威容を妨げられることのない，クレタに独特の壁体神殿を生み出したのである。
ここで指摘しておきたいのは，神殿内部の犠牲式・祝餐と神殿外部の宣誓式との間にある身体性の
違いである。法碑文の読み上げという行為は視認・発声・聴聞という 3つの身体行為によって実現さ
れるのに対し，犠牲式と祝餐では視覚・聴覚に加えて喋覚・味覚・触覚の五感すべてが関わる強い身
体的経験を通じて行われる。したがって後者の場合，参加者聞のより強固な結束を生んだに違いない。
宣誓文の読み上げが文面にある三者によって行なわれる時，それ以外の聴衆はそれを聞くのみであれ
ば，受動的な身体性でしか法を受け取ることができない。しかも，一度耳にしただけの法は，記憶に
しっかりと留められたとは思われない 87
しかしながら，リテラシーの低いクレタの社会では，それゆえに歌舞音曲の力を借りて法を集団的
記憶として社会化する方法を編み出していた。ローマ帝政期の著述家アイリアノスがクレタの教育の
風習を紹介する項目で，次のように記述している。
クレタ人は自由民の子弟に音楽に合わせて法律を学ぶよう命じたが，それは，音楽の力で楽しい
気分になり.法律を記憶しやすくするためと，禁制を犯した者にも「知らずにやった」という言
いわけを許さないためであった。88
ストラボンの引用する前4世紀の歴史家エフォロスによるクレタの風習に関する記述では，市民の
子弟は文字とともに，諸法からの歌と，ある特定の形式の音楽とを習得しなければならなかった，と
伝えられている089
これらの伝承は，おそらく古典期後半頃のクレタについて述べており，アルカイック期の法のあり
方を直接説明するものではないと思われるけれども，クレタでは法が集団の記憶として社会化される
際に，文字と音曲が密接に結びついて機能していることを示唆しているであろう。
ゴルテュンの人タレス(またはタレタス)は，前7世紀の詩人として伝わるが， リュクルゴスに説
得されてスパルタへ赴色持情詩の歌の形をとって優れた立法者のように，従順と協調を勧める言葉
でスパルタ人を教化したという。また，デイオゲネス・ラエルティリオスによれば，クノッソスの人
42 
エピメニデスは第46オリンピアードの頃(前596-583年).アテネに招かれて疫病の浄めを行い.ク
ノッソスと友好の条約を結ばせたが，そのほかに半神や神に関する詩を残し.r犠牲とクレタの国制に
ついて.1Wミノスとラダマンテュスについて』という 2作品を著したという。さらに彼には，神殿を建
てた最初の人との伝えもある090
タレスの時代考証には辻棲の合わない部分があり，エピメニデスについては57年間の洞窟での睡眠
や.150歳以上の長寿伝承もあり伝説的な人物と言えるのだが，二人にまつわる伝承の中に，アルカ
イック期のクレタにおける法と神殿と詩歌と犠牲式の関係性を窺い知ることができょう。
以上のように.法碑文が宣誓の儀式としてだけでなく，読み上げられる際に聖所・神殿における祭
礼の音曲が加わるならば， リテラシーの限界を超えて法は集団の記憶として社会に受け入れられたと
思われる。したがって，聖所・神殿という建造物は.r壁体の物神性Jによって法碑文に非日常性と象
徴性を与え，実用的な法碑文のアルヒーフとしてではなく， r法の舞台装置」としての機能を果たし
たと考えられる。換言すれば，法碑文は刻まれた法文が歌のように読み上げられ，身体性を通じて記
憶に残るための役割を担っていたが，それが実現されたときにはもはや繰り返し参照される必要はな
く，神の懐に抱かれているだけで社会の秩序と安寧に貢献していたのである。
むすび 一ーさらなる研究の課題と展望一一
これまでの各章の考察から，神殿が登場してくる前8世紀~前7世紀という時代は，クレタの聖所
空間の世界において大きな転換期であったことが浮かび上がってきている。たとえば，メサラ平野西
部においては，アイヤ・トリアダの「廃嘘聖所jが放棄され，コモスでは神殿Aの上に神股Bが建て
直される。フアイストスでは，宮殿エリア南西の居住区域にラト女神の神殿が建てられ，その発展が
アイヤ・トリアダ聖所の衰退をもたらしたようである。クノッソスではデメテルにつながる女性神格
の聖所が造営され，その外港であったアムニソスでも石壁遺構の祭記ステージで奉納が始まる。
この時期は僻地聖所では青銅製の奉納品が陶製の奉納品を凌駕するようになり，とくに青銅製の豪
華な大盾や大釜などが集積したイダ山の洞穴聖所では，それが顕著にあわれている。その傾向は，シ
ミの野外聖所でも同様であるが，ここでは青銅小像に関し雄牛から野生山羊への転換とヘルメス神の
図像の出現が特概的である。他方で，質素奉納の僻地聖所は陶製奉納品の細々とした命脈を保つが，
おもに牧羊者の聖所として居住地共同体の動向に影響されなかったために，死と生の循環の信仰を保
ち続けた。
人里離れた「廃嘘票所」の放棄と居住地近傍での新たな神殿・聖所の造営は， ミノア時代の宗教的
特徴とLMIIIC-SM期という危機的時代の信仰の性格を色瀧く残した自然崇拝の祭租から，富と武力に
裏打ちされたエリート層に主導される地域社会の統合と階層的秩序を背景にして形成されてきた宗教
体系の祭記への転換とみなすことができるであろう。コモスやアムニソスのように「廃嘘聖所」の機
能を存続・再生させる場所も存在したが，社会全体の祭犯の中心は，居住地近傍の聖所・神殿に移っ
たと考えられる。
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居住地近傍の聖所・神殿は，前8世紀~前7世紀頃に二種の性格の異なる大型建造物に分化してた
ち現れた。一つは限られた地域エリートたちの会合と祭杷・祝餐のための内部空間を用意する神殿で
ある。前7世紀後半のドレーロスのアポロン神殿の法碑文を見れば，そこで合議された取り決めは有
力者聞の機会均等=相互牽制の規定であり，神への宣誓の形式をとることで実効性を持たせる必要が
あった。もう一つはより大型で正規の社会構成員たる男性市民が集うと思しき構造物であり，その代
表例であるゴJレテュンのアポロン神殿には.前6世紀の間，多数の法碑文が壁面に刻み続けられた。
神殿の外側に周柱を配さないクレタの神殿の特徴は，内部空間での祭把に関連して竃脇に神聖な柱
が置かれたためであると思われるが，それはLMIlC-SM期の「ベンチ聖所」以来のクレタの祭把伝統
と，前9世紀頃よりクレタに到来した東方起源の祭組との習合の所産と見ることができる。そしてこ
の構造的特徴は，やはりクレタの伝統的心性である「壁体の物神性」を通して壁面の法碑文を現象さ
せる条件を提供した。法碑文が神殿で読み上げと音曲の儀式を伴うとき，文字化されていた法の存在
は人々の集団的な身体性の共有によってリテラシーの限界を超えて社会化できたと考えられる。
さて最後に，本研究を結果として浮かび上がってきた問題と，継続して取り組むべき課題について
まとめておきたい。
(1)本研究では法碑文の出現にいたる歴史的背景と環境的条件に焦点を当てたため，法碑文そのも
のの内容に立ち入ってアルカイック期クレタにおける法の機能や性格を検討するには歪らなかっ
た。とりわけゴルテュンには古典期前半までの非常に多数の法碑文が残っており，その解釈と分
析は重要な課題である。
(2)クレタのみならずギリシアにおける最古の法碑文を生んだドレーロスは，前7世紀後半に7枚
の法碑文を現在に残すが，他のポリスで多くの法碑文が刻まれる前6世紀には，さらには古典期
においても，いっさい法碑文の事例がない。再び公的碑文が確認できるのはヘレニズム期になっ
てからである。この法碑文の空白は何を意味するのか， ドレーロスの個別的研究が必要であろう。
(3)アルカイック期のギリシア世界には.r立法者」と呼ばれる総覧的な諸法を制定した者たちが知
られている。スパルタのリュクルゴスやカタナのカロンダス イタリア・ロクリスのザ、レウコス
などがそれにあたるが，圧倒的多数の法碑文が存在するクレタにはタレスやエピメニデスのよう
な詩人は登場するが，立法者の出現も，また借主の出現も見ない。法の社会化という観点から.
その歴史的事由にアプローチすることができるのではないだろうかJi
(4)クレタ考古学の分野では.rアルカイック・ギャップ」という前6世紀の一世紀間考古資料がほ
ぽ消えてしまったようにみえる時期がある。"それはちょうど.クレタの法碑文がもっとも数量的
隆盛をみる時期であり，この対称性はどのように解釈すべきであろうか。他方で，ゴルテュンを
除く 9のポリスでは古典期の法碑文は極端に減少していく。それらの現象を歴史学の見地から説
明することも求められるのである。
以上の4点の課題を踏まえて，クレタにおけるポリスの形成を法の観念の文字表象という視点から
研究を継続していく予定であり，その一環として.2016年度人文研特別研究において「ギリシア周緑
地域の政治社会構造一一クレタにおける文字表象とポリスの形成一一Jのテーマを設定している。
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l 高所避難集落の網羅的研究としてはNowicki(2000)，暗黒期からアルカイック期までのクレタ遺跡について
はSjogren(2003)，青銅器時代末からアルカイック期までの蛮所遺跡については， Prent (2005)が近年の発
掘成果を総合している。 Cf.Davis (2003). また， WalIace (2010)が居住パタンと社会関係の観点からポス
ト宮殿期以降のクレタ社会の復元を試みている。当時の社会状況や工芸技術に関する簡潔な解説としては，
Boardman (1982a)・(1982b)・(1985)が今なお有益である。
2 アルカイック期クレタの国制・社会・宗教に関する古典的研究として， Willetts (1955)・(1962)・(1977)・
(1982)があり，基本情報の参照には欠かせない。しかし，古代の古典文献に依拠するクレタ像に対しPerlman
(2005)は史料批判を駆使して，それが造られたイメージであることを論じている。アルカイック期と古典期
のクレタ史研究の最新の成果と動向を知るよで重要な文献としてはPilz&Zeelentag (2014)，近年の研究成果
を踏まえたアルカイック期クレタの政治的・社会的諸制度の研究としてSeelentag(2015)，小著ながらクレ
タの先史からローマ期末までの優れた概説としてChaniotis(2014)がある。考古学的綴点からアルカイック
期と古典期のクレタを論じたものとしてErickson(2010)は薫要な文献である。また，クレタの古代史の特
異な展開から現代的な意味を模索するというユニークな視点で著されたCross(2011)も新たな研究動向に充
分配慮している。
3 本研究の土台となる問題意識を提示したのは，古山 (2013)および (2014)の2編である。
4 わが国では，高橋 (1996)・(1998)・(2004)がクレタの「暗黒時代」の評価を聞い直している。
5 D'Agata (2001) p. 348; GeselI (2001) pp. 253-257; Prent (2005) pp. 174-181; Gaignerot-Driessen， (2014) pp. 
508-510. 
.6 GeselI (2004). Cf. Marinatos (1993). 
7 カヴーシ地区のベンチ聖所から4種の陶製祭杷用具が多数出土する事情については， Day et al. (2006) Cf.Gesell 
et al. (1983); Glowacki (2007). 
B アイヤ・トリアダとフェストスからの離輸陶製品については， Prent (2005) pp. 185-187.クノッソスのデメ
テル袈所からの事例はColdstream(1973) p. 182. 
9 イダ洞穴聖所はPrent(2005) A24!B52，プシクロ洞穴についてはPrent(2005) A30!B65. 
10 イダ山洞穴聖所で再生神として祭られるゼウス・クレタゲネスについてはVikela(2003).ギリシアだけでな
く，自然崇拝や多神の存在など宗教観念の類似している日本においても「中空の神性」は社会通念であった。
Cf.折口信夫 (1932)40-49頁。
11 ['万歳女神像」が陶製であることについては， Gesell (2004)が宮殿期の女神の大衆化として実用的観点から
触れている。キクラデス文化末期以降のエーゲ海域における石遇の消滅については.周藤 (1997)64頁。
12 D'Agata (2003) pp.2lf. 
13 D'Agata (2001a) pp. 56-58. 
14 Cf. Coldstream (1973); (1994). 
15 Marinatos (1993) pp. 221-229. 
16 Coldstream (1994). 
17 Coldstream (2006) pp. 584-587. Cf. Catling (1977); Coldstream (2000) p. 296. 
18 Coldstream (1994) pp. 108f. 
19 デメテルの聖所についてはColdstream(1973) pp.180-182.グラウコスの洞についてはCallaghan(1978). 
20 Cucuzza (2013). 
21 D'Agata (1998); Prent (2005) B56， pp. 321-323. 
22 D'Agata (1998) p. 24. Cf. D'Agata (2001); Watrous， & Hadzi-Vianou (2004) pp. 308-313; Watrous， & Hadzi-
Vianou (2004 a，) p. 346; Guizzi (2013). 
23 Watrous， & Hadzi羽 anou(2004) pp. 315f. 
24 Prent (2005) B22， p.265. 
25 Prent (2005) A21B53， pp. 318f. 
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26 Shaw (1989); Csapo (1991); J W. & M. C. Shaw (2000); Prent (2005) pp. 523-527 
27 Schafer (1992); Prent (2005) B60， pp. 332-336; pp. 527-529. 
28 パレカストロの発掘と聖所遺物の再評価については， Thorn巳&Prent(2000). 
29 Prent (2003); Prent (2005) pp. 508-554; D'Agata (2006) pp司 408-410.
30 Prent (2005) pp.529-532. 
31 Cucuzza (2013) p. 52. 後代の例としてはメサラ平野のカミラリのトロス墓が古典期後半~ヘレニズム期に
デメテルの洞として施設利用された。 Cf.Alcock (2002) pp.109-111. 
32 Cucuzza (2013) pp. 37f. Cf. Fedirico (2013). 
33 J W. & M. C. Shaw (2000); Prent (2005) B57， pp. 323-330. 
34 Hom.， 11.8. 519.また， 1bid. 7. 442-453では，ギリシア軍陣営が急逮造った「人の」防御盤、と太古からトロイ
アを守っている「神のJ城援とが対比されている。
35 Prent (2005) A31/B66.また， Erickson (2002)は注目されることの少ない陶製奉納品の類型分析から，シ
ミの聖所がアルカイック期末よりアフラティの庇護のもとに5まかれたことを明らかにしているの
36 Prent (2005) A24/B52. 
37 Prent (2005) B59. 
38 Prent (2005) A23/B51. 高橋 (1998)は，パッツオスからの出土品の概要を調べたよで，近隣のシブリタ集
落の遺跡との関連性を指摘している。
39 Pr巴nt(2005) A301B65. 
40 Prent (2005) pp. 606-610. 
41 Prent (2005) B54; B55; B58; B61; B62; B63; B64. 
42 Prent (2005) pp. 557-559. 
43 Ibid. pp. 560f. 
44 D'Agata (2006)は，クレタの祭把システムは継続的要素と変容プロセスをともに持ちつつ，前8世紀戦士エ
リート層を核にした社会の霊場によって再組織化されたと論じている。
45 従来の東方からの渡来職人定着説に対し， Kotsonas (2006)はクノッソスのテッケ纂の金属副葬品の再検証
によって，当時の斗リート層に東方製品の晴好は確かに存在したが，それは文化技術の受容や模倣で実現さ
れたと論じている。 Cf.Hoffman (1997). 
46 Prent (2005) p. 315; pp. 512“514. 
47 ブロンダの建屋GについてはPrent(2005) A21， pp. 153f. Cf. Glowacki (2007).カルフイの誤解を招きやすい
「神殿 TempleJについてはPrent(2005) A6， pp. 139吋143.
48 ギリシア本における聖所出土の前8世紀の陶製神殿プロトタイプについてはBoardman(1985) p. 3.前7世
紀以降の神殿のペリステュレ式モニユメント化についてはOsborne(1996) pp. 262-271. 
49 r泉の関j出土のモデルについてはColdstream(1994) pp. 108f，アルハネスからのモデルについてはPrent
(2005) pp. 433-435. Cf. Hagg&Marinatos (1991). 
50 Shaw (1989); J W. & M. C. Shaw (2000) 
51 ドレーロスのアポロン神殿のプランと出土遺物については， Mazarakis Ainian， (1997) pp. 216-218.ドレー
ロスの近年の発掘調査については， Zographaki & Faranoux (2010)・(2011). 
52 前7世紀のクレタにおける大型建造物と共同会食の関係については， Rabinowitz (2014) pp. 105-108が，ク
ラテルを囲む私的な宴(シヱ1ンポシオン)と対比して市民戦士意識の醸成機能を分析している。
53 Prent (2005) Bl5 pp. 254ω259. 
54 D'Acunto (2002); Prent (2005) B14 pp. 253f. 
55 頂上部のアルカイック期の大型建造物についてはPrent(2005) B5 pp. 247-250.なおTegeu(2014) pp. 50-57 
は，巨石を組み上げた盛体は神殿ではなくテラスの擁壁である可能性が高いとする。東斜面の神殿について
はTegeu(2014) pp. 44幽49.
56 Di Vita (1991); D'Acunto (2002); Prent (2005) B23 pp. 267-273. 
46 
57 Prent (2005) B21， pp. 274-f; Gagarin & Perlman (2016) p. 263. Cf. Di Vita (2010). 
58 Prent (2005) B1-4. pp. 246f: Gagarin & Perlman (2016) pp.222-224. 
59 Prent (2005) pp. 456-460. 
60 Catling (1977) pp‘12f: Sznycer (1979) S. 90-93. 
61 Csapo et a1. (2000); (2000a). Cf. J. W. & M. C. Shaw (2000). 
62 Csapo (1991). 
63 Johnston (2013) p.429. 
64 Bile (1988) No. 15-28. rスペンシティオス規定Jの内容の年代については Raubitschek(1970). Cf.古山 (2013)
52-55頁。
65 Johnston (2013) pp.427同129.
66 Ibid. p. 429. 
67 Levi (1969) Cf. Watrous， & IIadzi匹Vianou(2004 a). 
68 Johnston (2013) p. 429. Cf. Chaniotis (2010). 
69 Johnston (2013) p.429. 
70 Ibitアゾリアの前7世紀の集落空間の改造とアルカイック期の居住地プランに窺える社会意識の変化につい
てはHaggiset a1. (2004)・(2007)・(2007a):Haggs & Mook (2011). 
71 Perlman (2002). 
72 アルカイック期ギリシアにおけるアベセダリアについてはPoweli(1991). pp. 152-157.また，クレタへのア
ルファベット導入の議論については， Duhoux (1981) 
73 内容と出典については，表2参照。
74 Erickson (2005)は，前6世紀後半にペロポネソス半島からクレタの西を経由してきたアフリカへと移動する
交易ルートが形成され，そのルートに載ってギリシア本土の物質文化がクレタ西部および北海岸部に及んだ
と指摘している。
75 SEG. XXVI， Nr. 1708; Nr. 1709 Cf. Papakonstantinou (2002) pp.132-146.これが必ずしもリテラシーの普及
の裏づけとはならないことは，古山 (2013)30-33頁。
76 ギリシア世界における一人称銘文の意味についてはCarraro(2007). 
77 アルカイック期クレタのリテラシーと社会的抑制については， Whitley (1997)・(1998)・(2005);Cross (2011); 
古山 (2013)27-29賞:Gagarin (2003)・(2008)・(2011):Gagarin & Perlman (2016) pp. 53f. 
78 ドレーロス出土の法碑文については， Demargne & van Effenterr巴(1937)・(1937a);van Effenterre (1946); 
Gagarin & Perlman (2016) Dr 1-Dr 7.ゴルテュンの法碑文に関しては， Gagarin & Perlman (2016) Gl-136+ 
Gortyn 1-7. r大法典jについては， Willets (1967)に詳しい。 Cf.Chaniotis (2005).また，クレタのアルカ
イック期碑文の特質に関しては， Buck (1928); Bile (1988); Jeffery (1989) pp. 52-54: 308-315. 
79 Gagarin & Perlman (2016) pp. 147-505掲載のテキストよりアルカイック期の法碑文表3・表4を作成し
た。前5世紀後半にあたるEleutherna5およびのG72-136は割愛した。また.形状や由来地に関する情報を
Guarducci (1935)・(1939)・(1942)・(1950)より適宜補足した。
80 リユクトスの特異な形状の法碑文についてはGagarin& Perlman (2016) Lyktos1; van Ef品川町re，H. et 
M. (1985). rスペンシティオス規定JについてはGagarin& Perlman (2016) Da1; Jeffery & Morpurgo-Davies 
(1970); Jeffery， L & Morpurgo-Davies (1971); Raubitschek (1970). Cf.古山 (2013)52-55頁。
81 Gagarin & Perlman (2016) Preface vi;古山 (2013)33-39賞。
82 ドレーロスのアポロン神の議論については， Prent (2005) pp. 284-289. Cf. Chaniotis (1988); Mazarakis Ainian 
(1988)・(1997)
83 Meiggs & Lewis (1969) Nr. 2; pp. 2f ; Osborne (1996) pp. 186f. 
84 Gagarin & Perlman (2016) G28 p. 289; van Effenterre et Ruze (1994-95). 
85 Gagarin& Perlman (2016) Dr1; pp. 200-207.また，同じく Dげには宣誓式に際して犠牲式の挙行を指示して
いると恩われる。 Cf.Gagarin & Perlman (2016) pp. 220f.アルカイック期における文字の読み上げ慣行に
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ついては柳沼 (1993)・(1994);Gavrilov (1997)，それによる効果についてはスヴェンプロ (2000日997])に
詳述されている。 C王古山 (2014)33-35頁。
86 Gagarin & Perlman (2016) G48 p. 321. Cf.古山 (2013)42頁。
87 古山 (2013)48-51頁。
88 Ailian. 11. 39.ただし訳文は松平千秋・中務哲郎訳『アイリアノス ギリシア奇談集H岩波文庫)91頁より拝
借した。
89 Ephor. FGrH. 70， F149 (Strab. X. iv， 20， C483). 
90 タレスについてはPlut.Lyk. 4，エビメニデスついてはDiog.Laert. 1. x， 109-112. 
91 アルカイック期の立法者とクレタの関係についてはSzegedy-Maszak，(1978); Osborne (1997). 
92 クレタ考古学における「アルカイック期の空白」についてはColdstream& Huxley (1999)，前711そ紀のクレ
タ社会を考古学的見地から論じたWhitley(2010)は，言語多様性，土葬と火葬の混荻，早期からの東方化，
青銅奉納の衰退，ヘラ聖所の欠如，などを列挙してクレタの特殊性を踏まえた研究の重要性を指摘している。
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